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天 の 第 一 の 律 法

従 順
一n脳 画輪闘齢◎.騨 国顧駒剛膨哨湘噸噸■嘔糟__吻 一

七十人最高評議員会

S・ デ ル ワー ス ・ヤ ング

かな り前 のことだが， チ ャールズ ・

W・ ペ ンローズ副管長が ソル トレー ク

シテ ィーの リチ ャーズワー ド部 の聖餐

会 に出席 した ことが あった。会 の始 ま

る直前， ペンローズ長老 は監督 と共 に

通路を通 って説教壇 に向か った。す る

となか ほどで長老 は立 ち止 ま り，監督

に向か って こう尋 ねた。 「だれが あの

標 語 を張 ったのです か。」 その標語 と

は，説教壇 の正面 に張 られた ポス ター

の ことで あ った。

そ こには， 「秩序 は天 の第一の律法

で あ る」 と書ゐ)れていた。

監督 はだれが張 ったか知 らなか った

が，補助組織 のだれか に違 いない と思

った。その場はそれ き りで，ふ た りは

通 路を進 み，やがて定刻通 りに集会が

始まった。

教会堂に着いたとき，ペンローズ長

老が何を話そうとしていたかは知 らな

い。だが，彼が話を始めたとき，最初

の言葉は秩序は天の第一の律法ではな

い，従順が天の第一の律法であるとい

う言葉であった。彼は45分 を費やして

理路整然と事例や聖句を引き，そのこ

とを証拠だてた。当時まだ少年であっ

た私は，従順によって秩序がつ くられ

る，従順がなければ秩序はなく，ある

のは混乱のみであるという話に強い印

象を受けた。

私たちは皆，主なる神の持ちたもう

目的について，「アブラハムに与えられ

た啓示をよく知っている。

「これ らの者の中に，神の如 き者一

人立 ちて共 に在 りし者 たちに言 いける

は，'われ ら降 り行 かん。か しこに空間

あれ ばな り。而 して これ らの材 料を と

りて， これ らの者 の住 ま うべ き地 を造 、
`

らん。而 して， これにホ りて彼 らを試

し，何 にて もあれ，主 な る彼 らの神の

命 じたまわんすべての ことを彼 らが為

すや：否やを見ん 。」(ア ブ ラハ ム3：

24，25)

主 に 従 うには主の しもべ に従 わねば

な らない ことを私 た ちは知 って いる。

どの管理 役員に も，私 たちが管理下 に

あれば その指示 に従 うべ きで ある。私

たちが大管長 ，ス テーキ部長， ワー ド

部 の監 督，定員会会長 に， おのおのの

職 の管理 下 にあって従 うべ き ことは明

らかであ る。

降
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偉 大 な人 物 一 ジ ョセ ブ ・ス ミス

その驚 くべ き示現 の数 々

ジ ェ リー ・Ｃ ・ラ ウ ンデ ィー

さ し絵 ニ ナ ・グ ロ ー バ ー

ジョセフ ・ス ミスを知 るには，彼の

霊的な特徴 と外観上の特徴を知 らねば

ならない。予言者 と親交のあったパー

レー ・Ｐ ・プラットは，こう描写 して

いる。

「ジ ョセフ ・ス ミス大管長は背が高

く，堂々としており，活発，頑健であ

る。肌は白 く，髪は明るい。碧眼でひ

げは薄 く，彼特有の表情を持ち，目は

生来興味ある視線をたたえ，物を見つ

めて飽 きることがなか。表情は常に穏

やかで，話 しやす く，知性と慈愛に満

ちあふれている。また生き生 きとして

いて，自然に笑みがこぼれるように見

える。いつも元気そうで，顔をしかめ

たり，自分を抑える風がまるでない。

静かで落着いた眼差 しの中にも，人の

心の奥底を見通 し，永遠を見つめ，天

を貫 き，全世界を見抜 くような何かが

あった。

彼は高潔，大胆で自主独立の性格を

持ち，打ちとけた親 しみやすい態度だ

が，叱責は獅子のごとく恐ろしく，慈

悲は海のごとく深かった。万事にわた

る知恵と雄弁のほとばしる言葉は，学

びもせず訓練 も受 け ず 得たものであ

る。教育によって磨き上げられたり，

技巧によって洗練されたりしたもので

はないが，生まれながらの素朴な調子

で口か ら流れるのであった。言い方 と

いい，話す ことといい，実に種々様々

で豊かであった。彼は人々に関心を持

たせて教 え な が ら，同時に楽 しませ

た。彼の説教は聞いていて飽 きる人が

いなかった。寒い霧の中や日射 しの中，

雨の中，風の中を，あるときは笑わせ，

そうかと思うと次には泣かせ，何時間

も聞 く人々の心を捕え，気をそらさず

に話を続けるのであった。そういう彼

を私 は知っている。彼を激 しく憎む敵

です ら，い っ た ん 耳を傾けさえすれ

ば，たいていは説き伏せ られるのであ

った。

つまり，彼にはダニエルとクロスを

上手に混ぜ合わせたような性格があっ

た。ダニエルの持つ賜と知恵，献身が，

クロスの大胆さと勇気，節制，忍耐，

寛大に結びついていた。 もし彼が円熟

の年齢まで殉教の運命を免れていたな

らば，豊かな力と才能に恵まれて，多

くの点で世を改革 し，歴史になか った

ようなすばらしい働きで後世に名を残

していたであろう。」（丁勿 研蕊ｏ”ｏα１

Ｒ６００７４ 「歴史記録」第 ７巻，〔１８８８年

１月〕，〔英文〕Ｐ．５７５－５６）

アダムは，キ リス ト教会の地上で最

初の教会員であり，神の御子の神権を

持つ最初の大祭司であった。アダムは

神から委任を受けたが，その中でも，

神の救いの計画を，末 日の世に至 るあ

らゆる神の子供たちに及ぼす鍵を与え

られた。キ リス トの福音に関わる啓示

が人に与えられるのは，過去にも将来

にも アダム の その権能を通してであ

る。予言者 ジョセフは言 った。

「アダムは時満 ちたる神権時代の諸

々のｉ鍵を握 っている。すなわち世の初

めからキ リス トの時代 に至 るまで，ま

たキ リス トの時代 か ら，世の終 りに至

るあ らゆ る神権時代 が彼を通 して啓示

された し，また今後 もそ うで あろう。」

（Ｔω０雇π９ＳＯグ 劾θＰ７０ρ乃６’∫ＯＳ６助

Ｓ擁 漉 「予言者 ジ ョセフ ・ス ミスの教

え」〔英文〕 Ｐ．１６７，６８）

ジ ョセフ ・ス ミス はさらに，福音の

原則や教えが地上 の人間 に啓示 され る

ときは，必ず天か らアダムの権能 を通

して もた らされ るので あると述べてい

る。（同上）

この原則 の意味す るところは，神権

のｉ鍵が天か ら啓示 され るときは，必ず

アダムの指示下 において行 なわれ ると

いうことで，ある。バ プテスマの ヨハ ネ

が アロン神権 を回復 したとき，彼 はペ

テロ， ヤコブ， ヨハネの指示 によって

行動 した。 しか しペテロ， ヤコブ， ヨ

ハ ネはアダムの指示 によって働 いたの

で ある。教義 と聖約 の １２８章 は福音 の

回復 の要約で あ り，予言者 は ここに幾

つか の出来事 を列挙 している。２０節 に

こう書 いてある。

「また， われ ら何 をか聞 く。 クモ ラ

よ りの喜 ば しき音信 な り。 そは予言者

らの予言 の成就 ，すなわち顕 るべ き書

を宣 する天降 れ る天 使 モロナイな り。

かの書 の証 をなすべ き三人 の見証者 を

宣言 した もうセネカ郡 フエイ ヤッ トの

荒野 に於 け る主 の御声，光 明の天 使 と

な りて現 われた る悪魔 を発 きしサスケ

ハ ナ河岸 に於 け る ミカエルの声，王 国

の鍵 と時満 ちた る神権の時代の鍵 を有

つ と自ら宣言せ る，サスケハ ナ郡 バー

２４３



Ｌ

偉大な人物一ジョセブ・スミス

その驚 くべき示現の数々

モニー とブルー ム郡 コー レスヴ ィルの

間な る荒 野の中サスケハナ河のほ とり

に於 けるペテ ロ， ヤ コブ と ヨ ハ ネ の

声。」

ここには， ミカエ ルが神 の計画 を阻

止 しよ うとする悪魔 を退散 させた こと

が記 され ている。 この ミカエル こそ，

予言者 ジ ョセフ ・ス ミスが告 げた アダ

ムである。 ペテ ロ， ヤコブ， ヨハ ネが

やってきて メル ケゼデク神権 を回復 し

た ときに もアダムはそ こにいた。

アダムは福音 の計画 の先頭 に立 ち，

福音 の諸神権時代 を管理す る。 また，

キ リス トが栄光 の雲 に乗 り全人類 の眼

前 に現 われ た もう日の前 に， アダム ・

オンダイ ・アーマンで開かれ る大会議

の議長 となる。 そこで，人類 の諸事 に

関 ったおのおのの予言者が父祖 アダム

に報告 を し， それか らアダムが代表 し

て救 い主 に報告す る。 ジ ョセフ ・ス ミ

弩

恒 １ ・）

Ｎ

スは，アダムか ら彼の時代に至るすべ

ての予言者の保有 した鍵をすべて預か

る予言者である。なぜな らば，彼は選

ばれて，時満 ちたる神権ｉの時代を導い

２４４

たか らであ る。

ジ ョセ ブ ・スミスは この重要 な召 し

に予任 されていた。 自分で も， この予

任 をあ る程度知 っていた。 とい うの は

ある ときこのよ うに言 ってい るか らで

ある。 「兄 弟たち，私 はあなたがた に

自分 が何者 であ るかを告 げ られた らと

思 う。私 の知 っている ことを話 せた ら

よいのにと思 う。 しか し， あなたがた

はそれ を冒漬 だ と言 うであろ う。 また

この場 には私 の命 を取 ろ うとす る者 た

ちがい る。」 （オル ソン ・Ｆ ・ホイ ッ ト

ニ ー，」乙ゴカ ｏプ」磁 １うθ７Ｃ．」Ｋノ〃ｚろα〃 「ヒ

ーバ ー ・Ｃ ・キンボール の生涯」 〔英

文〕 Ｐ．３２２）

この少年 は１４歳 の年で大 きな信仰 を

示 した。それ は，聖典 の中で も最大 の

示現 を見 る特権 にあずかれ るほどに大

きな信仰で あった。 この青年 は，古代

慨

の予言者と語 ったかの偉大なエホバの

姿を見るという特権にあずかったばか

りか，エロヒムとして知られる御父が
おもて

天下 り，面をあわせて語 りたまい，御

子 を紹介 され るとい うこの上 ない特権

を得 た。 ジ ョセフ ・フ ィールデ ィング

・ス ミス大管長 は この ことに触 れて
，

こう述 べてい る。

「堕 落以来の啓示 はすべて
， 旧約聖

書 のエ ホバで あるイエス ・キ リス トに

よ って与 え られて いる。 どの聖句で も

神 と記 されてい る所や神が現 われ た も

う場面 では，その神 はアブラハムと語

り， ノア，エ ノク， モーセその他 のす

べ ての予言者 と語 りた もうた エホバで

あ った。 ……御 父は，堕落以後，人 に

直接，個人的 に働 きか けられた ことは

ない し，御子 を紹介 した り証 した りす
も

る以外 に姿 を現 わ された こともない 。」

（Ｄｏｏ〃伽６∫ｏゾ Ｓα１０α’∫ｏπ 「救 いの教

義」第 １巻 〔英文〕 Ｐ．２７）

しか しなが らこの見神 は，３８年 の短

い一生の うちにジ ョセフが数 々受 けた

幕 の彼方か らの訪れ のほんの始 ま りで

あ った。天父 と御子の訪れ を受 けて ４

年後 ，昔 アメ リカ大陸 に住 んで いた古

代 の予言者 が ジ ョセフに現われ，天使

モ ロナイ と名乗 った。その後１８２９年 ５

月 １５日に，古 代の予言者バプ テス マの

ヨハ ネがジ ョセ フ ・ス ミス とオ リバ ー

・カウ ドリに現 われて， ア ロン神権を

授 け， それ か ら １ヵ月 の内に，古 代の

キ リス トの使徒 ペテ ロ， ヤ コブ， ヨハ

ネが現 われてふ た りにメルケゼデ ク神

権 を授 けた。 このときそ こにアダ ムが

いて，神権 の授与 を阻 もうとした悪 魔

を防御 した ので ある。

カー トラン ド神殿が完成 して献納 さ

れてか らは，主が降 って福音 に関す る

他 のｉ鍵を回復 され る場所が 備 え られ

た。 １８３６年 ４月 ３日， ジ ョセフ ・ス ミ

ス とオ リバ ー ・カウ ドリは，神殿 を受

け入 れた もうたキ リス トの訪れを受 け

た。 その後 ３人の古代の予言者が現わ



れて，福音 に必要 な諸 々の鍵 をふ た り

に授 けた。 ジ ョセフ ・フ ィールデ ィン

グ ・ス ミスによれ ば， ノアで ある とい

う偉大な 予言者 手 デイヤス．（「福音 の

質疑応答」第 ３巻 Ｐ．１３８，〔英 文〕）が

現われて，ふた りの頭 にアブ ラハムの

神権時代の鍵 ，言い換えれ ば， ブル ー

ス・Ｒ・マ ッコンキ ー長老が （ル１∂７〃ｚｏη

Ｄｏｏ〃勿θ 「モル モンの教義」 〔英文〕

Ｐ．２１９） の中で 述べてい るように，

日の光栄 の結婚 と多妻 結婚の鍵 を授 け

たのであ る。 こうして再 び，夫 と妻 が

永遠 に結 ばれ るとい う約束 が地上 に回

復 された。

この示現 が閉 じられ ると， 次にイス

ラエルの民 を とらわれの身 か ら導 き出
ズ 　 く

した偉大な予言者モｒ一翌が現われ，ジ

ョセフとオ リバーの頭にイスラエルの

集合と北の地か ら１０支族を導き来たる

ためのｉ鍵を授けた。 こうしてジョセフ

は，宣教師を世界中に遣わし，末 日の

主の選民を集める業を開始する権能を

持つこととなった。

モーセが去ってす ぐ，火の車で天に

あげられた予言者エライジャ（エ リヤ）

が現われ，妻を夫に，夫を妻に，子供

を親に結んで，全人類が父祖アダムに

結ばれる結び固めの権能をふたりに授

けた。エライヤスは日の光栄の結婚の

鍵を授けたが，その結婚や他の福音の

儀式のすべてを結び固める鍵はエラィ

、、ジャが授けたのである。 この鍵は，死

者のための働きを開始する権能をも含

んでいた。 この権能を受けたジョセフ

は，今や幕の彼方を見，福音を聞く機

会を持たずに世を去った愛 す る先 祖

に，救いの扉を開 く代理の儀式が執行

できるようになったのである。

さ て ， 今 あ な た は ， ジ ョ セ フ ・ス ミ

スの使命の重みがわかり始めたであろ

うか。どの予言者も福音の鍵の幾つか

を握るにすぎなかった。ところが彼は，

かつて地上に存在 したすべてのｉ鍵を受

こ ・

けたので ある。

ジ ョセフ・ス ミスは この ときまでに，

まるで 日常茶飯事 のように幕 の彼方 を

見 るようにな って いた。彼 とシ ドニー・

・リグ ドンがオハ イオ州ハ イラムの ジ

ョンソン兄弟の家で，教義 と聖 約７６章

として知 られ る啓示 を受けた とき， ジ

ョセフは主 のみたまの導 きを よ く経験

していたので， モーセが神 と語 った と

き （モーセ １ ：９， １０） や， ジ ョセ フ

自身 が御 父 と御子 にまみえたあ とのよ

うに，極度 の疲労 で地 に倒 れる とい う

ことはなか った。 この啓示 を受 けた と

き， ジ ョセフはち ょっ としたユーモア

を示 したので ある。示現が閉 じられ る

と， シ ドニーは精魂尽 き果てて，寝椅

子 に横 たわ らなければ な らない有様で

あった。 そのシ ドニーの青 ざめた顔 を

見て，ジ ョセフは笑 みを浮 かべなが ら。

「シ ドニー兄弟 は私 ほど慣れて はいな

ひ

い ん だ 」 と言 っ た の で あ る 。（ル ％ η惚

肋 訂 ７πｏ如 ７．「ジ ュ ブ ニ ー ル ・・イ ン ス ト

ラ ク タ ー 」 第 ２７巻 〔１８９２年 ５月 １５日〕

〔英 文 〕 Ｐ．３０３，４）

ｏ

ｏ

モ ロナイが初 めて ジ ョセ フ ・ス ミス

に現 われたのは，１８２３年 ９月２１日の こ

とであ った。 それは， ４年 にわたって

少年 ジ ョセ ブ を 無学 な農家 の少年か

ら，天使 に指導 を受 けた祁 の予言者 に

変 えるための， モ ロナ ・イを教師 とす る

徹底 した教育 の第一歩で あった。 この

青年予言者が正規 の学業 をほんのわず

か しか受 けて いな いのは事実で ある。

しか し彼 は無学で はなか った。 ４年 も

費や して永遠の大学 に学 び，神の玉座

か ら遣わ された学者 に教えを受 けたの

で ある。

モロナイが ジ ョセフに現われた最初

の夜 に，繰 り返 し学ぶ とい う学習の原

則が重要 であ ることが如実 に 示 さ れ

た。天 使は ３回現 われ，ひ と晩かかっ

て，ジ ョセ フに金版 とモル モン経 につ

いて必要 な ことを教 えた。 そ して翌 日

父 とい っしょに畑 で働 いていたジ ョセ

２４５



偉大な人物一ジョセブ・スミス

その驚 くべき示現の数々

フに天使 は再 び現 われ， クモ ラの丘へ

行 くよ うに告 げた。 ジ ョセ フは クモラ

の丘 で モロナイ と会 い，取 り出す こと

は禁 じられたが， その金版 を見せて も

らうことがで きた。 この ４回に及ぶ訪

問の問，天 使は ジ ョセフに同 じことを

繰 り返 し教 えたのであ る。

４年間の準備 の時期 に， ジ ョセフは

モロナイだけでな く，他 の天 使か らも

教えを受けた。 ジ ョージ ・Ｑ ・キ ャ ノ

ンは， ジ ョセフが絶えず天 使た ちの訪

れを受 けていた と語 ってい る。 ジ ョン

・ウェン トワースへの手紙 の中で，予

言者 はこの ように言 ってい る。 「１８２７

〃班

＆べ

出 してす ぐに も家へ持 ち帰 る ことがで

きると思 った。 これだけの金 があれば

何がで きるだろ うか， とさえ心 に思 っ

た。 しか し，主 は人 の弱 さを承知 して

お られ，忠実 であ った らどうなるか，

逆 につまず いた ときは どうい う結果 に

なるかを示 して，青年予言者 を鍛 えよ

うとされた。 オ リバー ・カウ ドリは，

ジ ョセフが天使 か ら教 えを受 けていた

間に，次 のよ うな ことが起 こった と記 ・

している。 「…諸 々の天 が開けて主 の

み栄 えが あた りに輝 き， ジ ョセ フの上

に留 まった。彼 がそ うして賛美 し， 目

を凝 らして立 っている と，天使 が 「見

Ｍ

む

。 ７； ｎ

＞／

年 ９月２２日の朝，神 の天使 たちか ら何

回 も訪問 も受 けて，末 日に起 きる厳か

な栄 えある出来事 を明かされた後，主

の 天使は私 に その記録 を手渡 した。」

（１）ｏｃｚ４クηθアｚ！Ｏｌ７ツ 紐ｌｓ’０７夕 ＯＬ／ｆ ’１乞６

Ｃ加 ７碗 「教会歴史記録」 第 ４巻 〔英

文〕 Ｐ．５３７）

ジョセフは初めてクモラの丘に行 き

金版を見せられたときに，金版を取 り

よ』 と言 った。そ う言 ってい る間に，

おびただ しい仲間に取 り巻かれた暗闇

の君が見えた。 これ らは皆，彼の眼前

で起 きた。す ると天の使いが言 った。

「すべてが示 された。良 きも悪 しきも

聖 な るもの も汚れた もの も，神の栄光

も闇の力 も。 これ より後，汝 はふたつ

の力を知 るで あろう。決 してかの悪魔

の力 に影響を受 けた り，敗北を喫 した

り して はな らない』 と。」（１挽 ｓｓθηｇ６７

２４６

一 一＿一

αη４／１伽 ０６α陀 「メ ツセンジヤー・ア ン

ド・ア ドボケー ト」第 ２巻Ｎｏ．１〔１８３５

年１０月〕，〔英文〕 Ｐ．１９８）

もうひとつ，人 々にあま り知 られて

いないが， １年後 の１８２４年 ９月 の同 日

その同 じ場所 にモ ロナイが現 われてい

る ことを取 り上 げよ う。 この とき， ジ

ョセブは１８歳 だったはずで ある。 ジ ョ

セフは この来訪 についてあま り語 って

いないが，予言者 の母が息子 の伝記 を

書 いた中 に， この訪問 の詳細 について

興味 ある ことを記録 している。母親 に

よれ ば，予言者 は金版 を持 ち帰 るつ も

りで クモ ラの丘 に行 った。実際 に堀 り

出す許可 を受 けだと書 いている。 ジ ョ

セフは，金 版 を受 け取 る条件 は神 の戒

めを守 る ことだけだと思 って いた。 そ

して それ は自分 にで きる と思 った。 し

か しその条件 の中 には，金版 を安全 な

場所 に しま うまで は，下 に置 いた り手

か ら離 した りして はな らない とい う命

令が含 まれて いた。 ところが ジ ョセブ

は金版 を取 り出 して家 に帰 る途 中， も

しや何か を置き忘れ てはいないか と，

引 き返 して中 を調 べ，箱 にふたを して

来 よ うと思 ったのであろ う。金版 を地

面 に置 いて，丘 に戻 った。 そ して再 び

引き返 してみる と，金版 がな くな って

いた。何か貴重 な物 をな くした ことの

ある人な らば， この ときの青年 のあわ

ておびえた気持 がよ くわか る で あ ろ

う。彼 は驚 き，心配 して祈 り始めた。

す る とその とき天使 が現 われ，指示 を

守 らなか ったジ ョセ フを叱責 した。 ジ

ョセ フがその後再 び許 しを得 て，隠 し

場所 を覆 った石 を取 り退 け ると，中に

あの金版 があ った。 ジ ョセフは この と

きも，丘 か ら金版 を持 ち出す ことがで

きるとまだ考 えていた。母親 の言葉 に

よれば， 「ジ ョセフはさちそ く金版を



徹

取 り出 そうと手を差 し伸べたが，手が

届 くと思い きや，強烈な力で：地面 に打

ち倒 されて しま った。気を取 り戻 した

ときには，天使 は去 って しま っていた。

ジ ョセ フは起 き上 が って，失意 と悲 し

みに泣 きなが ら家へ帰 った 。」 「ル ーシ

ー・マ ック・ス ミス 正１お！０７夕０ゾ∫ＯＳθ力乃

Ｓ癬 漉 ∂ツ」硫沿Ｍ∂魏６７ 「母親 力弍語 るジ

ョセ フ ・ス ミスの生涯」〔英文〕Ｐ．８４）

ある とき青年 ジ ョセ フは，父親 のジ

ョセフ ・ス ミス ・シニアの使 いで，家

か ら少 し離れ たマンチェス ターに出か

けた。帰 りが遅 くな ったので，父親 は

ジ ョセフにその訳 を尋 ねた。す る と青

年予言者 は，「今 まで経験 しなか ったよ

うな厳 しい懲 らしめを受 けたんです」

と返事 した。父親が；だれ に権利が あ

ってお前 に とがめだてをす るのか と問

いつめ ようとす ると， ジ ョセフは答え

た。「待 って下 さい，お父 さん，待 って

下 さい。主 の天 使だ ったんです。金版

のあ るクモラの丘 の脇 を通 った とき，

天使 に会 いま した。そ して その方か ら，

主 の御業 に全 力を打 ち込 んでいない，

記録 を取 り出す ときがす でに来 ている

今， もっと本気で一生懸命神様 に命 じ

られ たことを しな くてはな らない と言

われ たのです 。」 （同上， Ｐ．９９－１０１）

この ４年間 のモロナイその他 の古代

の予言者の 来 訪 は， 青年予言者 を教

え，使命に対 して準備を させ るためで

あ った。 １８２７年 がや って来 るまで にジ

ョセフは充分教 えを受 け，訓練 され て，

金版 を預 か り，翻訳 に従事 で きるまで

にな っていた。

ジ ョセ フ ・ス ミスの準備 を手伝 うた

めに，幾人 もの天界の人物が現われ た。

それ は御父 と御子 であ り， モ ロナイで

あ り，バ プテスマの ヨハ ネであ り， ペ

テ ロ， ヤコブ， ヨハ ネ， モーセ， エ ラ

イ ヤス （ノア）， ラファエル （だれで あ

るかは っきり しない）， ミカエル（アダ

ム）， エ ライジ ャで あ った。 ジ ョン・テ

イ ラーは， ジ ョセフ ・ス ミスは主だ け

でな く， 「……古代の使徒 や予言者 と

も交 わ った。 た とえば アブラハ ム，イ

サ ク， ノア，アダ ム，セ ツ，エ ノク，

そ してイエス と御 父，またア ジア大陸

に住 んだ使徒 は もちろんアメ リカ大陸

に住 んだ使徒 たち ともである」 と言 っ

て いる。 σ０解 πα１０グ ＤゴＳＯＯ解 Ｓ６Ｓ「説

教集」第２１巻 〔英文〕 Ｐ．９４）

ぢ ・

” ｏ
“

ジ ョセフ ・ス ミス はウェン トワース

書 簡の中で，１８２７年 ９月２２日朝 に金版

を受 け取 るに先 だ って，神の天 使か ら

数 多 くの訪 れを受けた と述 べてお り，

ジ ョン ・テ’イラーは さらに， ジ ョセ フ

・ス ミスが神 の予言者 として立 て られ

た とき， 「モルモ ン， モ ロナイ， ニー

フ ァイその他 の，以前 このアメ リカ大

陸 に住 んでいた古代 の予言者」 がジ ョ

セフを訪れ，福音 の原則 を伝 えた と述

べて いる。 （「説教集」第２１巻 〔英文〕

Ｐ．３７４）

予言者 の母親 は 自筆 の本 の中で，家

族 は夜 の仕事 もそ こそ こに台所 のテー

ブルを囲んで， ジ ョセ フの語 る古代 ニ

ーフ ァイ人 とレーマ ン人 の話 に耳 を傾

けた と記 している。話 は生 き生 きと，

歴史 や文化，宗教 の詳細 に至 るまで，

まるで予言者が古代 の民 の中で生活 し

て きたか のよ うに語 られ たとい う。 ジ

ョセフはニーフ ァイ人 と レーマン人の

歴史 の一部始終 をパ ノラマのように見

た に違いない。

疫 ．
簸

ジ ョセフは，訪 問を受けた ことを立

証す るよ うに，使徒 パウ ロを見事 に描

写 している。 （「予言者 ジ ョセフ ・ス ミ

スの教 え」〔英文〕 Ｐ．３４７） またある

とき，彼 は兄 のアル ビンが アダムとセ

ツに非常 によ く似 ていると，述べ たこ

とが ある。 （「教 会歴 史記録 」 第 ５巻

〔英文〕 Ｐ．３４７）

ジ ョセフと予言者 たちの間 に接触が

あったことは，１８３４年 のひとつ の出来

事か らも裏付 け られ る。予言者 ジ ョセ

ブは，暴徒 に奪われ た土地や家の返還

２４７



偉大な人物一ジョセブ・スミス

その驚くべき示現の数々

要求 をす る聖徒た ちを支援 しに， シオ

ンの陣営 を率 いて ミズ ー リへ向か って

いた。 ある日，隊 の先陣をつ とめて い

たジ ョセフは，見知 らぬ人 と話 を して

いる様子 だった。彼が隊 に戻 って来 る

と， だれ と話 を して いたのか と質問が

出た。 ジ ョセフは，今 のは黙示者 ヨハ

ネで，失 われた１０支族 を訪 ねて行 く途＼

中なのだ と言 った。 （Ｄ∫α７ッｏグ０１勿θ７

Ｂｏα７４〃ｚαη盈 粥ガη９’加η 「オ リバー ・

ボー ドマ ン ・ハンチ ン トンの 日記」 Ｂ

ＹＵ図書館所 蔵 タイ プ冊子 １８４７－ １９００

第 ２部 〔英 文〕 Ｐ．１６２）

予言者 ジ ョセ ブ ・ス ミスは全身 全霊

／

を もって主 に仕 え， いつで も， どんな

代価を払 って も， どんな危 険を冒 して

も，喜 んで主 に奉仕 した。彼 は悪 条件

の下で も進んで主に仕 えた。オハイオ

州 ハイラムの ジ ョンソン家 に住 んでい

た間 に，妻 の エマは双子を生 んだが，

どち らもその 日の内 に死 ん で し ま っ

た。同 じ日に， ジ ョン ・マー ドックの

妻 も双子を生 んだが，そ の子 らを残 し

て分娩中 に死亡 した。 ジ ョセフとエマ

はマー ドック兄弟 に双子 を養子 に した

２４８

い と申 し出，マー ドック兄 弟はそれを

承知 した。

この双子は１１ヵ月を迎えたとき，ハ

シカで重懲になり，ス ミス家は幾晩も

眠 られぬ夜を過ごした。そのようなあ

る晩，予言者は妻に自分が居間で重い
み

方の子供を看るか ら，奥の寝室で少 し

休むように言った。夜がふけていき，

ジョセフは車付きの寝台に横：になって

うたた寝を始めた。そして気がつ くと，

怒 り狂った暴徒にかつがれて正面の ド

アを出て行 く所だった。暴徒たちは口

々に叫んでいた。 「足を床につけさせ

ぐ

騨 ．

玖
飛

勿

るな／みんな張 り倒されるか らな／」

暴徒たちは，ジョセフが霊的に強いば

か りか肉体的にも非常に屈強なことを

知っていたのである。

彼 らはジョセブをかついで果樹園を

抜けて行った。そのときジョセフは，

シ ドニー ・リグ ドンが死んだように地

面に倒れているのを見た。暴徒が リグ

ドン兄弟のかかとをつかんで家から引

きず り出したため，彼は凍った地面に

幾度 も頭をぶつけて意識を失 っていた

のであ る。

暴徒 は一休 み した後 で，予言者を殺

すか どうか相談 していたが，やめ よう

とい うことにな った。す る と ひ と り

が， 「口に タールを塗 り込 もう」 と言

った。そのひ と声を聞 くや，暴徒た ち

はわ っとばか りにジ ョセブの 口にター

ルを流 し込 もうと し，次 には歯 の間か

ら毒 薬の小び んを押 し込 んで，毒を含

ませ ようと した。 しか し， ジ ョセフは

歯を食い しば って こ らえたので， びん

は割れ，前歯 の １本が欠 けた。 口にタ

ールを塗 り込む のに も，毒 を飲 ませ る

の に も失敗 した暴徒 たちで あ ったが，

その中 のひと りが ジ ョセフの上 に馬乗

りになっ・た。 そ して他 の暴徒が ジョセ

フの服を カ ラーだけを残 してボ ロボ ロ

に引 き裂 いた。次 いで馬乗 りにな った

男 は 「……聖霊 は こうして人 間をや っ

つ けるんだ」 とぶ つぶつ言 いなが ら，

気 の狂 った猫 のよ うに ジ ョセ ブを引 っ

か き始 めた。彼 らはそれか ら熱 い ター

ルを ジ ョセ フに注 いで羽ぶ とん に巻 き

込 み，死 なせ るつ もりで放置 した。

予言者 は意識 を取 り戻 してか ら，家

に向か った。妻 のエ マは， ジ ョセフが

体 一面 に タール と羽を くっつ けて帰 っ

て来 るのを見 て，気絶 した。 その夜 は

ジ ョセフの体 の タール はが しに終始す

ることとな った。医者で あ り，予言者

の副管長で もあった フ レデ リック ・Ｇ

・ウイ リアムズが， この心を痛 める辛

い仕事 に携わ った。時 々タール と共 に

皮膚 が大 き くはぎ取 られ た。翌 日は安

息 日で，予 言者 は苦痛 をお して礼拝 に

出席 し，説教 を行 なった。

ジ ョセフ ・ス ミスの生涯 を研究す る

と，彼が いつで も， どんな犠牲 を払 っ

て も，主 に完全 に仕 えた ことを必ず思

い起 こす ことで あろ う。 。



徹

発 見 さ れ た 事 実

末日聖徒にとって興味ある情報

ミュレクの移動に

考えられる

ふたつの航路
ミュレクと彼 に従 う人々が， モル モ

ン経 の 「約束 の地」 すなわ ち新 世界に

移 った ときの航路 として，ふたつの可

能性 が考 え られる， とブ リガ ム ・ヤン

グ大学 の ロス ・Ｔ ・ク リステ ンセ ン博

士夫妻が発表 した。 ク リステ ンセ ン博

士は，考古学および人類学の教授で，

夫人は大学院で考古学を学んでいる。

モルモン経は， ミュレクの民が紀元

前 ６世紀に西周りの航路を取って大西

洋を渡 ったか，東周りの航路を取って

太平洋を渡 ったか 明 らか にしていな

い。 しかし，歴史がはっきり示 してい

るように彼 らは 「北の地」に上陸して

いるので， クリステンセン夫妻は， ミ

ュレクの民は大西洋の航路を取 ったも

のとみている。

ク リステンセン夫妻によれば，大西

洋の海流や他の情報を考慮 した結果，

この初期の航海者が取ったと思われる

航路に，ふたつの可能性があるという。

ひとつは地中海を経て大西洋北部を横

切る航路であり， もうひとつは，アフ

リカ大陸を迂回して大西洋南部を横切

る航路である。

紀元前 ６世紀は，地中海沿岸の世界

２４９



発見された事実

は もちろん，それを越 えた世界各地 に，

探険，商業，植民の足が極 めて旺盛 に

伸 びた時代で あった。 エルサ レムの破

壊 と圧迫 され た ミュレクの民や他 の群

れの脱 出は， さ らに移民 の趨勢 を倍加

した。 エルサ レムが陥落：した当時， キ

プロス島， ク レタ島， リビア， カルタ

ゴにイス ラエル人 の植民地 があ った と

信 じられている。言 い伝 えによれば，

その うちあ るものはダ ビデ とソロモン

の統治時代 に さかのぼ ると言 う。また

ダビデ とソロモンの時代 か ら，イス ラ

エル人 はフェニキ ヤと通商 を行 な って

いたとも言 われてい る。

ミュレクと一緒に アメ リカに植民 し

た群れの少な くとも一部 は， フェニキ

ヤ人で あった とす る仮説が ある。 それ

はモルモン経 に出て くるサ・イドン川 が，

古代 フェニキヤの主要都市 シ ドンの名

前 をとって いるか らで ある。 フェニキ

ヤ人 の船員 と地中海 を横切 るヘ ブル人

の植民者 に助 け られて， ミュ レクの群

れは地 中海 を西進 し，大西洋 に達 する

ことができた。 ひとたび大西洋 に出 る

と， ミュレクは， スペ・イン， ポル トガ

ルか らアフ リカの西海岸 に沿 って南西

に走 る強 力な海流 に乗 り，次 いで大西

洋を西 に渡 り，弧 を描 いて西 イ ン ド諸

島の中を進 んで行 った ことであ ろう。

ミュレクは恐 ら くこの大西 洋横 断の短

い航路を とったであ ろう， とク リス テ

ンセン夫妻は信 じてい る。 しか し， ア

フ リカを周 って大西 洋南部を横切 った

可能性 について も考察 してい る。

イン ド洋の マダガス カル島の近 くか

ら強力 な海流が始 まって，ず っと南下

して喜望峰を まわ り，今度 は方向 を変

えて大西洋南部を西進 して いる。 さ ら

にブ ラジル の東端の北側 に達 し，．その

後南 アメ リカの海岸 に沿 って北へ進み

大西洋北部 を流れ る海流 と合流 して い

２５０

る。従 って， もし船が紅海から出帆し

て，アフリカ東岸をマダガスカルの近

くまで航海 してきたなら，西イン ド諸

島からメキシコ湾に達する海流に乗る

ことができたであろう。

これは距離に して地中海経由の航路

の ２倍以上にも達するが，十分な可能

性がある。というのは，エジプ ト王 ネ

コ皿世の命令でフェニ キ ヤの 船乗 り

が，紀元前 ６００年にアフ リカ大陸を周

って航海 している．ζとが発見されてい

三雛 １難 搬
ミュレクの民輝航海 したのとほぼ同

へ

じ時；期に， フェニキ ヤの航海 者が実際
～

に大西洋を渡 ってアメリカに達 してい

る。彼 らは紅海を出帆し，喜望峰を周

って大西洋南部を横切 り，現在のブラ

ジルに上陸している。ブラジルのパ レ

イバで発見された古代 フェニキヤ文字

の碑文は，この航海が紀元前 ５３４年か

ら５３１年の間に行なわれたことを示 し

ている。

コンピューターで

分析 された

イザヤ書

聖書学者たちは，イザヤ書が予言者

イザヤひとりによって書か れ た もの

か，それとも多 くの著者がいろいろな

時代に書いたものを構成 したものかに

ついて，何世紀も論争 してきた。

モルモン経は，予言書の中でも重要

な位置を占め るイザヤ書が，ひとりの

人の著になるものとしている。モルモ

ン教徒でない学者は，この点を捕えて

モルモン経を攻撃 している。

しか し，最近 ブ リガ ム ・ヤング大学

が行 な ったイザ ヤ書 の言語 に関 する，

コンピューターによる徹底的 な研究 の

結果，この書 がイザ ヤの作 にな ること，

しか もイザ ヤ以外 の手 は加わ っていな

い ことが，強力 に支持 された。

この研究 は， 旧約聖 書学の学者で あ

り， ＢＹＵ インステ ィチュー ト研究 所

のメンバ ーであ るラ リー ・Ｌ ・アダム

ズ博士 の企画 であ った。

語彙 の変化形数百 を，３５人以上の研

究者， さ らに顧 問技師，その補佐が，

３００もの コンピューター プ ログ ラムと

１００本以上の コ ンピュー ターテープを

使 って，分析 したので ある。
る

・ｆザヤ書の言葉の研究は従来，語彙

の変化形を若干 しか取り上げていなか

ったので，誤 った結論に達 していたの

であると ア ダ ムズ博士は報告してい

る。ＢＹＵが行なった複雑で しか も膨

大な研究結果を見て，一部の学者は以

前 の研究を再検討 している。ＢＹＵの

研究は，イザヤ書の文体を旧約聖書の

他の１１の書の文体 と比較 したものであ

る。完全なイザヤ書の本文 と，アモス，

エレミヤ，エゼキエル，ホセア，ミカ，

ババクク，ゼカリヤ，ダニエル，エズ

ラ，マラキ， ネヘ ミヤ各書の本文が無

作為に抽出されて，使用 された。

原語であるヘブル語か ら取 り出 した

本文に コー ドが符 られ，コンピュー・タ

ーテープに移 して，統計にかけられ，

分析 されたのである。

今回の研究で重要なのは，同一著者

の中に見 られる文体の相違 と，違 う著

者の間に見 られる文体の相違が比較さ

れたことである。

研究の結果，イザヤ書が単独の著者

によって書かれたことを支持する次の

ような事柄が明らかになった。

１．同一書中の本文に見 られる文体
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の相違 と，旧約聖書の他の書の本文と

比較 したときの文体 の相違 と比 べ る

と，・ｆザヤ書本文は，高い統一が保た

れている。 ９

２。イザヤ書の本又では，ヘブル語

の前置詞と接続詞の使用法が類似 して

いる。

３。特徴のある句がイザヤ書の全章

に，頻繁に繰 り返されている。事実，

繰り返 しの頻度は，比較の対称 となっ

た旧約聖書の他のどの書よりも高かっ

た。

さらに，他の著者の手になるとの説

が最 も多い部分が，コンピゴーターに

よる研究の結果，検査 した旧約聖書の

他のどの書 よりも，イザヤ書の他の部

分の文体に似ていることがわかった。

もっとも，アダムズ博士のコンピュ
ーターを駆使した研究の結果，・イザヤ

書本文が書かれた後に，小さな変更が

加えられた可能性が，全 くな くなった

というわけではない。

「しかし」 とアダムズ博士は言 う。

「そのような書 き換えや，削除，追加

はあり得ても，全体の文体がひとりの

著者の手になるものであることを示 し

ていることは明らかである。」

車がない ？

ら くだで行こう

モルモン経は，車輪のついた車や馬

の記述があるが，スペインの征服者は

どちらも目にしなかった。 これはどう

してだろうか。

あるいは不思議なことであるか も知

れない。 しか し，車輪のついた車がも

っと効率のよい道具に地位を譲 ったよ

い例がある。荷車，荷馬車，二輪の戦

車が中東諸国における最 も初期の，そ

して最 も一般的な交通機関であり，輸

送機関であった。これは，数百年続い

た。 しかし，キ リス トの頃を：境として

らくだがあらゆる種類の車にとって代

わ り始めた。

中東のほとんどの地域で， ５世紀末

までにはらくだによる輸送機関がすっ

か り支配的になった。その結果，イス

ラム教の伝播 と共に， らくだはスペイ

ンにいたるまで主要な交通機関となっ

たのである。

これは，ハーバー ド大学の中東学セ

ンターで歴史学の助教授をしている リ

チャー ド・Ｗ ・ブ リエット博士の発見

によるものである。 この研究の成果は

アラビヤーアメ リカ石油会社の出す，

「アラムコ ・ワール ド・マガジン」に

掲載された。

私たちは砂漠 といえばらくだを思い

浮かべるが，ブ リエット博士は，キ リ

ス ト降誕をさかのぼること数世紀にし

て，やっと遊牧民族が らくだを飼いな

らすようになったものと信 じている。

後に軍事力と結びついて，遊牧民族

は１近隣諸国にらくだを紹介 したので

あった。 しか し，商人が車か ららくだ

に乗り換えていったのは，軍事力が原

因ではなかった。それは経済的な要因

であった。

らくだに荷車をつける引き具が作れ

ないことがわかると，らくだと牛が比

較 されることになった。しかし，牛は

たくさん飼料を食 うと同時に，荷車を

作るには，ただでもとぼしい木材を必

要 とした。

古代の経済学者は， らくだによる方

が車で運ぶよりも２０パーセントも経済

的であると計算 した。 ３世紀にローマ

の皇帝ディオクレチアヌスは， この情

報に基づいて， らくだを扱 う人々に有

利な価格凍結令を出した。

そして遂には，荷車，馬車，二輪戦

車，そして多くの道路さえも消滅 して

しまった。

らくだは何百年 もの間， 「道路を支 ・

配 していた」のである。荷車が北部か

らの貿易商人の影響で強力な競争相手

として残っていたのは， トルコのごく
一部だけであった。

串 譜

∵麹

亀 ・・軽
．漏 ・ミ

車が人々の交通機関にとって代わり

始めたのは， ヨーロッパの影響力が及

ぶようになってからである。しかしそ

れでもなおらくだは，移動の第一の手

段であった。

ブリ土ット博士によると， らくだが

交通の世界から締め出されたのは，や

っと自動車が発達 してからであった。

それでも砂漠の遊牧民族にとって， ら

くだは依然 として第一の交通手段であ

る。

らくだは最後には，最 も原始的な部

族にとっても恐 うく食料と しか な ら

ず，ついには世界の動物園に引き取 ら

れてい く身になるかも知れない。

２５１
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ノ｢ぬ ブ 戸 の ミ イ ､ラ
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､ロ モ ン･ヘ ー ル の 日 記 よ り.

乙､〆鞠､総嶋
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18βう年7月9日 ,,㌣､イ ク:ル･Hポ チ ャ牡 ドラー氏は,,､4､体 の講

ジゾ}の ミイラ と,何 巻 かのパ ピルスを携 えて力戸 トラソ ドの

地窃読 れた6そ れは,｢ジ 扇セフ;ズ ミズな らその書ぎ物をー

､翻訳 できる と以前 聞いていたか らで ある。そ の後幾人｢:,｢

かの聖徒が共岡でそのミイラと巻き物 を買い取り,

予言者抵翻駅を始めた。ずる乞そあかとつがア

ブラハムの書き物であるζとがわかウた。

(高価な る真珠,ア ブ ラハ ムの書 の序文

を参照)
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:本文 は, ,ソ ηモ ン･へ 一 ル

の 日記 を も とに して 書 い た もの

で あ る。 ソ ロモ ン･べ 一 ル は 予 言

'者 ジ.ヨセ フ 。ス ミ』スの 甥 で,予 言 者 が

こ こに 述 べ られ て い る エ ジ プ トの ミイ ラを

入 手 した 当疇,ノ ー ブ ー に住 ん でい た。
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ジ ョセフ･ス ミスの甥 である私 は

,

そ の当時 に して は大 きな ノーブー館に

ま?わ る数多くの不思議な出来事に遭

遇 してきた。当時の光景をいろいろと

思いめぐらすとき,隣 近所の同年齢の

子併塾.ちをか らか うのに私が好んで使

ったいたず らを思い出す。
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多 くの人 々は，私 のお じが書 斎に置

いてい る 「ミイ ラ」 について うわ さし

ていた。 しか し，ミイ ラは どんな姿で，

だれの ミ・イラなのか を知 って いる人 は

そ う多 くはいなか ったので はないだろ

うか。人は知 ったかぶ りを したが る も

のだが，御多聞 にもれず この私 も， ひ

ね くれたユ ーモアの センスか ら， ノー

ブーの無邪 気な子供 た ちをか らか って

は， ひ とりほ くそえんでいた ものだ っ

た。知 っての通 り，私 は ミイ ラを見た

ことが あ った し，それ らが損 傷のない

もので ある こと も知 っていた。

’ 私 は ノーブー館 の前 に私 の企 ての被

害 者 となる ４， ５人 の子供 たちを集め

て，間 もな く二階 の珍 しく異様 な光景

を 目にで きるだ ろ うと約束 した。私 は

彼 らに， これか らヒ．ラ ミッ ドと半獣半

人 の残忍な悪魔 の地 に行 くことを話 し

た。私 た ちは ミイラの眠 って いる霊 を

起 こす ことのな いように， ゆっ くり階

段 を上 り， ミイラの置かれて いる部屋

に静 かに入 った。

私 は ミイ ラの置 かれてい る小室 の前

に頼 もしい友 人た ちを一列 に並べ， こ

れ以上 で きるか と思われ るほどうや う

や しく，視界 を さえ ぎってい る黒の垂

れ布 に手 をかけた。

それか らゆ っくり数 を ３つ数 え， カ

ーテンを横 に払 った
。 しわの よった灰

色 のエ ジプ トミイ ラに恐 れをな して階

段 を駆 けお りる友人 たちを見 るのは，

実 に楽 しい限 りで あった。

少 した ってか ら通 りで彼 らに顔 を合

わせ た私 は，得意満面 であ った。そ う，

きざな笑 い さえ浮 かべなが ら。 またあ

る とき私 は，古 いぼろ布 を持 って行 き，

それ を持 って ムルホ ーラン ド通 りで彼

らを追 いかけ回 した。彼 らには， それ

は ミイ ラの胸 にかけていた布 で，その

部屋の中で ミイラを若い怪物に変える

ことができると話 していたのである。

ある日，私はおじの家の外で遊んで

いるおしの子供たちを見つけた。そこ

で私はおきまりの口上を伝えた後，彼

らを予言者の書斎に連れて行 き，いつ

もの演技を始めた。そして， これから

見せるものが実に不思議なものである

ことを印象づけるために，特に注意を

払った。私は演技を変え，本物のエジ

プ トの詠唱が聞こえているかのように

振舞った。

その詠唱が終わり，垂れ布を横に払

ったが，驚いたことに彼 らの反応はな

かった。だれも叫び声をあげなかった

し，走 り出しもしなかった。小さな女

の子 も恐れなかった。その友人たちの

自制心がとても強かったのだろうか，

それともだれかが ミ・イラに何か細工を

ほどこしたのであろう。確かに彼らは

何かを見た。なぜなら彼 らは，あごが

靴のつま先に触れるかと思うほど口を

あんぐりと開けていたからである。そ

こで私はその部屋のすみを見回した。

すると私の目の前で時計が揺 れ て い

る。お じが面と向か って立 っていたの

である。

予言者 ジョセフは， ミイラが あった

はずのちょうどその場に立っていた。

私は怒 りを表面に出す ことなく警告を

伝えるおとなの表情，楽 しいが子供っ

ぽいいたずらはもうた くさんだといわ

んばかりの顔つきを予期 したが，そん

なものはみじんもうかがえなかった。

そこで私は顔いっぱいに笑みを浮かべ

て，私の客を伴なって部屋を出，階段

を下らた。私が ノーブーの ミイラを見

に行ったのはこれが最後で，それから

は見たいとも思わなかった。 。

ρムμψ
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「逸話集，近代の使徒の生涯よ り」
＊ レオ ソ ・Ｒ ・ハ ー トショーソ 「逸話 集，近代 の使 徒の生涯 よりｄ

ソル トレ戸 クシテ ィー， デゼ レトブ ック社

１９７３年 許可 を得 て使用

ジ エデ ダ イ ア ・Ｍ・グ ラ ン ト

略 歴

ジ ェデ ダ イ ア ・Ｍ ・グ ラ ン トは １８１６年 ２月 ２１日， ニ ュー ヨ

ー ク州 ウ ィ ンザ ー郡 で ， ジ ョ シ ュ ア ・グ ラ ン トと ア タ リア ・

ハ ワー ドの息 子 と して生 ま れ た。

この教 会 に改 宗 し， パ フ。テ ス マ を 受 け た の は １８３３年 ３月 ２１

日， １７歳 の とき で あ った。

グ ラ ン ト長 老 は 多 くの働 き を な した。 １８３５年 に最 初 の 召 し

が 与 え られ た。 １８３５年 ２月２８日， グ ラ ン ト長 老 は ジ ョセ ブ ・

ス ミス ， シ ドニ ー ・ リグ ドン， フ レデ リ ック ・Ｇ ・ウ イ リア

ムズ の 按手 に よ り，七 十人 に聖 任 され た。 １８４５年 １２月 ２日，

彼 は２９歳 で最 初 の七 十人 最 高 評 議 員 会 会員 の ひ と りに 任 命 さ

れ た。

グ ラ ン ト長 老 は ま た ， ソル トレー ク シテ ィー の初 代 市 長 に

選 ば れ た。 これ は１８５１年 の こ とで あ る。

１８５２年 に は ， ユ タ准 州 議 会 の下 院議 長 とな った。

１８５４年 ４月 ７ 日， ジェ デ ダ イ ア ・モー ガ ン ・グ ラ ン ト長 老

は ， ブ リガ ム ・ヤ ング大 管 長 に よ り使 徒 に聖 任 され ， 同 日，

同 大 管長 の第 二副 管 長 に支 持 さ れ た。 これ は３８歳 の とき の こ

とで あ る。

ジ ェデ ダ イ ア ・Ｍ ・グ ラ ン ト副 管長 は熱 心 な神 の し もべ で

あ った。 そ して恐 ら く精根 を使 い 果 た した の で あ ろ う， １８５６

年 １２月 １日， ソル トレー ク シ テ ィー に お い て ４０歳 の 若 さで こ

の 世 を 去 った。

これ は ， の ち に 大 管 長 とな った 息 子 ヒー バー ・ジ ェデ ィ ・

グ ラ ン トが 生 ま れ て わ ず か ９ 日 目の こ とで あ った 。

葬 儀 の 際 ， ブ リガ ム ・ヤ ン グ大 管 長 は ジ ェデ ダ イ ア ・モー

ガ ン ・グ ラ ン ト長 老 の 功 績 を た た え て ， こ う語 って い る。

「ジ ェデ ダ イ アが この 教 会 の 会 員 と な って か ら２５年 た つ 。

しか しその 間 ， 彼 は 主 に対 して １００年 以 上 に相 当す る奉 仕 を

な した の で あ る 。」

「あなたの教会を治めているのは

だれですか」

グラン ト長老は，バプテス ト派の非常に有名な説教者ボー

ル ドウィン氏に討論を申し込まれた。グラン ト兄弟は快 く承

諾 した。討論に選ばれた場所はボール ドウィン氏の誇 りとす

る，尊大な信者の集まる大きく立派な教会堂であった。私は

２５４

ボール ドウィン氏が横柄な態度をした威圧的な人物であると

聞いていた。討論の時間が来 ると教会堂は満員になった。審

判が選ばれ，すべて準備が整 った。そのとき，グラン ト兄弟

が立ち上がって言った。 「ボール ドウィンさん，これか ら話

を進める前にひとつ質問したいのですが。」「いいですとも」

ボール ドウィン氏が答えた。 「バージニア州南西部であなた

の教会を治めているのはだれですか。」 ボール ドウィン氏は

厳粛な面持で即座に答えた。「この私です。」 「ああそうです

か。討論にふさわしい相手かどうか知 りたかったものですか

ら。」 グラン ト兄弟が答えた。ボール ドウィン氏は少々戸惑

った様子で聞き返 した。 「グラン トさん，私 もお尋ねしたい

ですね。バージニア州南西部であなたの教会を治めているの

はだれですか。」 グラン ト兄弟は立ち上がり頭を下げて答え
も

た。 「イエス ・キ リス トです。」 これは相手に大きな衝撃を

与えた。この霊感 に満ちた返答は高慢な相手をすっかり意気

消沈 させ，神の謙遜なしもべは再び勝利者 となったのであっ

た。

ア ン ド リュー ・ジ ェ ン ソ ン 丁乃θ Ｌ碗彪７－Ｄの’Ｓ厩 初ｓ ・Ｂゴｏｇ７αメ）雇６α１

ＥπｏッｏＺｏρθ４∫α 「末 日聖 徒 伝 記 百 科 辞 典 」 〔英 文 〕 Ｐ．５８



「ご らん 下 さ い
。

これ は 白紙 で す 」

グラント副管長が宣教師として働いていた初期の頃，彼は

即興の話 し手 としてかなりの評判を得た。 しばしば招待を受

けた彼は，話を始める直前 に招待者が選んだテーマで も堂々

と説教をした。やがて多 くの人々は，いつどのようにしてあ

のすばらしい説教を準備するのだろうかと不思議に思 うよう

になった。彼 らの疑問に対 し，グラン ト長老は，他の牧師た

ちがするように説教のために特に話を準備するようなことは

ないと答えた。 「もちろん，いろいろ書物を読 んで福音の真

理に関する知識は貯えます。 しかし，説教をするためにわざ

わざ机に向か うようなことはありません。」 と彼は語 ってい

る。 しか し，彼 らには本当のことを言 っているとは思えなか

った。なぜなら，十分な準備なしにあれだけの説教をするこ

とは不可能なことにしか考えられなかったからである。そこ

で何人かの人々が，本当か どうか試 してみることにした。時

間や場所を定めずに，自分たちが勝手に選んだテーマについ

て話を して くれるように求めたのである。そして準備の時間

を与えないために，テーマはグラン ド長老が集会場に着いた

時に知 らせることにした。ゲラン ト長老は彼 らの満足がい く

ように承知した。場所は，テイズウェル郡の郡庁のある町，

バージニア州ジェファーソンビルが選ばれた。当時そこには

後に陸軍大臣となったジョン ・Ｂ ・フロイ ドや他の多 くの有

名人の家があった。集会は郡の役所で開かれた。約束の時間

が来 ると，役所は満員になった。フロイ ド氏をはじめ大衆の

弁護士や牧師が顔を見せ，

最前列に席を占めた。グラ

ン ト長老は入って来ると前

の壇の方に行き，会はいつ

ものように開かれた。讃美

歌の２番を歌い終 わ る こ

ろ，この日のために任命さ

れていた書記が前に進み出

て，（テーマの書いてある）

紙をグラン ト長老に手渡 し

た。グラン ト長老が紙を開

いてみると，そこには何 も

書かれていなかった。 しか

し少 しも驚いた様子を見せ

ず，グラン ト長老はその紙

を手に持ち，聴衆に向かっ

て言った。 「皆さん，私は

きょうこの方々が選んで下

さったテーマについて話す

という約束でここに参 りました。今そのテーマをここに持っ

ています。皆 さん， 私に腹を立てないで頂 きたいと思いま

す。なぜなら，私は選ばれたテーマについて話すという約束

で来たのですから。 もしだれかをとがめるとすれば，テーマ

を選んだ人々をとがめて下 さい。 どんなテーマが選ばれるか

私には一切知 らされておりませんでした。 しかし，私は他の

どんなテーマよりこのテーマが一番得意なのです。ごらん下

さい， これは白紙です。 （同時に紙を聴衆に見せる）皆様諸

宗派の方々は，神が無，すなわちまったく白紙の状態からあ

らゆるものを創造されたと信 じておられるで しょう。ですか

ら，私にも無か ら説教を始めるように望まれたのだと思いま

す。現にこれは白紙なのですか ら。またあなた方は，骨肉の

体を持たず感情もない神を信 じておられると思います。その

ような神は私に言わせれば，このテーマと同 じくまった く空

虚なものであると思います。またあなた方は予言者や使徒，

伝道者のいない教会に属 しておられるで しょうが，そのよう

な教会はキ リス ト教会と比べると，まった く私のテーマと同

じく無 に等 しいものです。あなた方の天国は時間や空間を超

えたところにあると考えておられるようですが，結局は私の

テーマのように，そのようなところは無であって存在しない

のです。」 このようにして彼は，聴衆の主張するすべての信

仰上の教義を徹底的に くつがえすまで説教を続け，そののち

力強 く福音の原則を宣言 したのであった。そ して次のように

質問して話を結んだ。 「テー・マにそった満足のい く話だった

でしょうか。」 彼が着席するや否や，フロイ ド氏が勢いよく

立ち上がって言 った。 「グラントさん，あなたは弁護士にな

るはずの人ですよ。」 それから聴衆に向かってつけ加えた。

「皆 さん，私たちは今すばらしい説教を聞 くことができまし

た。驚いておられる方 もいると思います。ところでちょっと

グラントさんの服を見て下 さい。 コートのひじは破れそうで

す し，ズボンのひざもすり切れています。みんなで洋服代を

寄付 しようではありませんか。」 彼が席に着 くと別の著名な

弁護士が立ち上が って言 った。 「グラントさんのためなら，

私の洋服の片腕，ズボンの片足を差 し上げてもいいですよ」

南部のメソジス ト監督教会の管理長老が，寄付集めのために

帽子を回すよう求められた。すると彼は， 「モルモン」の説

教者のために寄付集めをする気はないと言 って断わった。

「いや，それは間違 っています」 とフロイ ド氏が言い， 「さ

あ，回して下さい」とス トラス氏が言 った。すると聴衆 も声

を合わせてその言葉を繰 り返 した。そしてとうとうその場を

鎮めるために牧師は応 じなければならなかった。彼は寄付を

集めるために手に帽子を持 って回った。その結果，グラント

兄弟の背広上下，馬，鞍 それに手綱を買えるほどのお金が

集まった。あとで何人かの人が末 日聖徒になったが，その日

末日聖徒でない人々の寄付だけでこれだけの額になったので

ある。 これは，一枚の白紙をテーマとした説教の結果であっ

た。
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「… … こ れ が マ ー ガ レ ッ トよ … …
」

ヒー バ ー ・Ｃ ・キ ン ボー ル に よ る話 １

先週，彼 〔ジェデダィア・Ｍ・グラン ト〕に会いに行 くと，．

彼は手をさしのべて私と握手 した。話すことはできなかった

が，彼の握手は暖かみのあるものだった。そのような彼を見

て，私 はこみあげて くるものを覚えた。そして起こしてあげ

たい気持に駆られた。共にいて私たちが悪を退け，義を行き

わたらせるように助けを与えてほしいと思った。それほど彼

は雄々しい人であり，私は彼を深 く愛 していたのである。…

私は彼の頭に手を置 き，彼の肺が良 くなって楽 に呼吸がで

きるように祝福 し，助けを神に願 った。すると２， ３分もし

ないうちに彼は元気を取 り戻 し，自分の見たことを続けざま

に１時間にわたって話 して くれ た。私は彼の疲労を気づか

い，そのあとす ぐにその場を辞 した。

彼は私にこう言 った。 「ヒーバー兄弟，私は続 けて ２晩霊

界に行 きました。そして今までで一番した くないこと，恐 ろ

しかったことは，再びこの世に戻 らなければならないことで

した。」「それに」 と彼は続けた。 「そこは何 と秩序と統制の

とれた所だったでしょう。霊界で私は義人たちの状態を見ま

した。彼 らはいくつかの階級に 分 か れ て組織 されていまし

た。そして眺めている私の視界をさえぎるものは，何 もない

ようでした。私はすべての人々がそれぞれの階級に秩序正 し

くいるのを見ることができました。また何 らかの混乱があり

はしないかと見てみましたが，そのようなものは一切見当り

ませんで した。また，死や暗黒，困惑などもありませんでし

た。

彼はそこにいる人々が家族ごとに分れており，すべて階級

２５６

ごとに組織 され，完 全な調和が保たれて いた と言 って いる。

彼 はひ とつひ とつを取 り上 げて こう言 った。 「ま った く，ヒ

れはブ リガ ム兄 弟の言 われた通 りです。彼が幾度 とな く私 た

ちに語 った ことと同 じです 。」

これは， ブ リガ ム兄弟が私た ちに教 えた真理 を証 する もの

で あり，私 もそれが真実で ある と思 って いる……。

彼 は霊 界では義人が共 に集 ま り， その中にはひ とりも悪人

がいない ことを その 目で見 たので あ った。彼 は 自分 の妻 に も

会 った。彼女 は彼の ところに最初 にや って来 た。彼 は他 に も

大勢知 人 と会 ったが，妻 のキ ャロライ ン以外 の人 とは話 を交

わ さなか った。彼女 は彼 のと ころにや って来 て言 った （彼 は

妻 が とて も美 しく見 え， またその腕 には大平原 で死んだ小 さ

な娘 を抱 いて いた と言 ってい る）。「……… これが マーガ レッ

トよ。 あの狼 に食 い尽 くされた……。 で もここでは こんなに

元気。少 しの傷 あと もないわ。２」

「驚いた ことに，家族 を見 る と， ところどころ人数が欠 け

て いま した。彼 らは この世 での務 めを良 く果 た さなか ったた

め，共 にその場 に来 て住 む ことを許 されなか ったのです」 と

彼 は言 ってい る。 一

彼 はキ ャロライ ンに， ジョセフ ・ス ミスやハ イラム ・ス ミ

ス， そ して彼 らの父親 は どこにい るか と尋 ねた。す ると彼女
も

はこう答えた。 「私たちのために仕事を果たすため，先 に行

っています。」 ブリガム兄弟 と開拓者たちが，ウィンターク

オーターズを出てソル トレーク盆地に住居を求めてやって来

たとき，彼 らは同 じように先に来て，開拓者のための住み家

を捜 したのである。

彼はまた主がソロモンに知恵を与え，その手中に金 と銀を

与え，彼に技術 と能力を示されたことに触れながら，霊界で

見た建物のことを話 した。そしてソロモンの建てた神殿でさ

え，霊界にある建物にははるかに及ばないと言 った。

庭についてグラン ト兄弟はこう語 っている。

「私はこれまで地上のすばらしい庭を見てきました。しか

し，霊界で見たあの庭には比較になりません。私はまたいろ

いろな種類の花を見ました。中には １本の茎に ５０色か ら１００

色の違った色の花をつけているものもありました。」 この地

上 にもいろいろな花が咲いている。私はそれらはまさに天か

ら与え られた ものであると思 う。そうでなければ，そのよう

なものは地上に存在 しないだろう。

彼は目にしたことを話 し終わると，義人が共に集まってい

るあの霊界の美と栄光を見たあとで健康が回復 し， この世に

再び戻 らなければな らないことがどんなにうらめしく思われ

たことかと語 った。

１． ヒー バ ー ・Ｃ ・キ ン ボー ル ， 「ジ ェデ ダ イ ア ・Ｍ ・グ ラ ン ト大

管長 の 葬儀 に お け る話 」 説 教 集 第 ４巻 Ｐ．ユ３５－ ３８ 〔英 文 〕

島 マ ー ガ レ ッ トは 大 平 原 で 死 ん だ が ， 後 に狼 が そ の墓 を堀 り返 し

た。
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オ ル ソ ン ・ブ ラ ッ ト

「予 言 者 を たず ね て ３７０キ ロ
」

この教会を知る１年ほど前か ら，私は心の中で真剣に主を

求めていた。非常に熱心に求めた。恐 らく他のだれよりも熱

略 歴
９

オ ル ソ ン ・フ．ラ ッ トは １８１１年 ９

月 １９日， ニ ュー ヨー ク州 バ ー・トフ

ォー ドで ジ ェ レ ド ・プ ラ ッ トとチ

ャ リテ ィー ・デ ィ ッキ ンソ ンの息

子 と して 生 まれ た 。 彼 は使 徒 パ ー

レー ・Ｐ ・プ ラ ッ トの 弟 で あ る。

プ ラ ッ ト長 老 は １８３０年 ９月 １９日

に バ プ テ ス マ を 受 けた 。 ３７０キ ロ

を旅 して ， ニ ュー ヨー ク州 フ ェ イ

ヤ ッ トに い る予 言者 ジ ョセ ブ ・ス

ミスに会いに行 っている。彼はまたこのときに３人の見証者とも知

り合いになった。

１８３５年 ４月２６日，彼はオ リバー ・カウドリ，デビッド・ホイット

マー，マーテン・ハ リスか ら按手を受け，使徒に聖任された。彼は

この神権時代の最初の十二使徒定員会の１２名の中に名を連ねた人で
陥 ｛

ある。 この主の召 しを受けたとき，彼はわずか２３歳であった。プラ

ット長老は教会の多 くの業に携わったが，す ぐれた学者，著述家，

教師であり，雄弁な話し手でもあった。

オルソン ・プラット長老は，１８８１年１０月 ３日ソル トレー クシティ

ーで亡 くなっている。

心に求めていたと思う。それ

は１８歳のときであり，その頃

か ら１９歳 になってこの福音に

接 し受け入れたときまで，非

常に熱心に主を求め，そのこ

とに集中 したので，十分休ん

でいる暇さえなかった。月ぎ

めで農業や重労働 を しな が

ら，人々が休息をとるために

家に入っても，私は畑や荒野

に出て行 き， 自分のなすべき

こと，自分の生 きる道を教え，

知識を得させたまえと何時間

も主に嘆願 した。他の多 くの

人々と同様，私 もいろいろな

宗教の集会に参加 した。メソ

ジス ト派やパフ。テス ト派の集

まりにも出向いて行った。ま

た長老派の集会にも出席し，

彼 らの教義を聞いた。すると

多くの人々が私を彼らの教会

に加入するよう熱 心 に勧 め

た。 しか し，私は何かがそうしないようにささや くのを聞い

た。 こうして私は彼 らのどの教会にも加わらず，絶えず心の

中で主が正 しい道を示 して下さるように祈 っていた。

このような状態が １年ほど続いた頃， この教会のふたりの

長老が近 くにやってきた。私は彼 らの教えを聞き，それが古

代の福音と同じものであると信 じた。そして彼 らの言葉が私

の耳を打つや否や，私 は聖書が真実であるに違いないと確信

したのである。彼 らは儀式だけでなく，信 じる人々に約束さ

れている賜や祝福，儀式を施すために教会に必要な権能につ

いても教えて くれた。私は心か ら喜んでそれ らの教えを受け

入れた。 この教会の原則に対する憎悪の気持や，この教えが

本当でないように願 う思い，また逆 に真実ではあるまいかと

いう不安 と恐れの気持，それらはひとかけらもなかった。む
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しろ私は，古代の福音の原則が地上に回復されたこと，また

その原則を説 く権能が回復されたことを信 じて喜びに満たさ

れたのである。私は若 くして，また神の王国建設の夜明けに

そのようなすばらしいおとずれを耳にし，喜びでいっぱいだ

った。それから私はバプテスマを受けた。しばらく後まで，

その地方でバプテスマを受けたのは私ひとりであった。私は

すぐに仕事を整理すると，予言者をたずねて ３７０キロの旅に

出た。

「す ぐに くびす を返 して … …
」

教会が組織された初期のことは省いて，十二使徒が選ばれ

た頃のことについて話 したいと思 う。それは１８３５年のことで

あった。これ以前 に，私たちは神の戒めと啓示により数人で

予言者ジョセフ ・ス ミスに伴いミズーリ州に向かった。ジョ

セフの指示に従い私は数ヵ月問 ミズーリ州 ク レイ 郡に留ま

り，その地方に散在 している聖徒を訪ねて教えを説き，励ま

し，彼 らに手書きの啓示を見せることになった。というのも

それまで彼 らは与え られた啓示全部を完全に知 らされていな

かったか らである。この仕事を成 し終え， ミズーリ州西部の

教会の多 くの支部で福音を説いたのち，私はオハイオ州に戻

るため再び１，６００キロの旅に出た。その途中でも福音を説い

た。ひどい熱 と悪寒にさいなまれなが ら，沼地のぬかるみを

通 り抜け，２０キロか ら３０キロ先まで 一軒の家も見当た らな

い，暑い太陽の照 りつける草地に，身を横たえたこともあっ

た。このようにして，未開の陰気な土地を歩き続 けた。そ し

てひどくなる一方の悪寒や高熱 と闘いながら，ｉ数ヵ月後，や

っと予言者の住むオハイオ州 カー トラン ドにたどり着いたの

である。その間私は，教会の支部をい くつか設立 し，続いて

オハイオ州都 コロンバスに足を向けていた。私 は末日聖徒が

いるかどうかもわからない見知 らぬその町へたったひとりで

徒歩で出かけて行 った。町の混雑 した通りを歩いていると，

にカー トラン ドに戻 って欲 しい とい う通告が出ていた。 その

日時 は間近 であった。十二使徒 は選 ばれ，評 議員会 と しての

最初 の務 めが始 まろ うとしていた。私 は何 ヵ月間 も見知 らぬ

土地を回 って いて， その新聞 を目にする ことがなか ったので ・

ある。

私 は徒 歩で旅す ることに慣れて いたが，徒歩 で カー トラン

ドへ帰 ってい る余裕 はなか った。結局，指定 された時間に間

に合 って帰 ることは無理 な ように思 えた。 しか し， ち ょっと

した援助 を得 て，私 は一番最初 に出 る駅馬車 に乗 り込 み，大

急 ぎで カー トラン ドに向か った。 カー トラン ドか ら４キロ離

れたウイ ロビーで馬車 を降 り，そ こか らカー トラン ドまで歩

いた。 そ して， 日曜 の朝の会合が開かれ るち ょうど指定 され

た時 間に，私 は到着 したのであ る。私 は途中で置 く間 もなか

った旅行 カバ ンを手 に さげたままその場 に入 って行 った。 そ

こで私 はジ ョセフ， オ リバ ー ・カウ ドリ，デ ビ ッ ド・ホイ ッ

トマー， マーテ ン ・ハ リスその他 の モル モン経の見証者 に会

った。 また少 し前 に召 され聖任 された十二使徒た ちにも会 っ

た。彼 らはその 日，完全 に組織 された評議 員会 と して，最初

の任務 をなす資格 を得 るために集 ま っていた。 そ して不思議

な ことに， その会合 の中で もまたそれ よ６り前 の会合で も，私

が必ず その 日の会合 に来 るだろ’うとい うことが予言 されて い

たので ある。彼 らは私 か らず っと何 の消息 も得 てお らず，私

の居所 さえわか らなか ったに もかかわ らず， そ う予 言 してい

たので ある。彼 らは私が ミズー リ州 に行 き，数 ヵ月前 そこを

出 たとい うこと しか知 らなか った。 しか し，主 は彼 らに予言

のみ たまを注がれ，私が必ず その会合 に来 ることを彼 らに予

言 させ たので ある。私が その会合 の席 に入 って行 くところを

見た多 くの聖徒 たちは， 自分 の 目を疑：った。 しか し予 言は彼

らの前で確か に成就 したのである。私 は これ らの ことがすべ

て神 のみたまの奇跡的 な顕 れであ ると信 じてい る。

１縫離 窯 懇 １三１雛繋 繍
「私です。 この町に住んでいる モルモンは私だけですよ。」

雛、私は非常に驚いた
。そしてその人に言った。 「大勢の人が行 箋

、き交 うこの大都市で
， この町でただひとりの末 日聖徒に声を

かけることができたとは何 という恵みで しょう。」 私はそれ

が神の啓示，神の力の現われであったと思 っている。彼は私

を家に案内し， カー トランドの仲間が出版 した新聞を見せて

くれた。その新聞には私の名前が出ており，すでに召されて

いた十二使徒 と共に神殿で会合できるよう，何 日の何時まで
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ジ ョ ー ジ ・Ａ ・ス ミ ス

略 歴

ジ ョー ジ ・Ａ ・ス ミス は １８１７年 ６月 ２６日， ニ ュー ヨー ク州

セ ン トロー レ ンス郡 ポ ツダ ムに 生 ま れ た 。 彼 の 父 親 は， ジ ョ

セ ブ ・ス ミス （初 代） の 兄 弟 ジ ョン ・ス ミスで あ り， 母 親 は

ク ラ リッサ ・ラ イマ ンで あ った 。 ふ た り は息 子 を ジ ョー ジ ・

アル バ ー ト ・ス ミス と命 名 した が ， ジ ョー ジ は一 生 ジ ョー ジ

・Ａ ・ス ミス と名 乗 った 。

ジ ゴー ジ ・Ａ が １１歳 の と き， 家 族 は ジ ョセ ブ ・ス ミス （初

代 ） よ り ジ ョー ジの い と こ に あた る ジ ョセ ブ ・ス ミス （二代

目） の 受 けた 示 現 や 経 験 を証 した手 紙 を 受 け取 った。 そ れ か

ら間 もな く， お じの ジ ョセ ブ ・ス ミス （初 代 ） が翻 訳 され て

間 もな い モ ル モ ン経 を持 って ポ ツダ ム に や って 来 た。 ジ ョー

ジの 母 親 が 最 初 に教 会 に加 入 した。 １８３２年 の春 ， ジ ョー ジの

父 親 ジ ョ ン ・ス ミスが バ プ テ ス マ を 受 け ，末 日聖 徒 イエ ス ・

キ リス ト教 会 の会 員 と な った。 ジ ョー ジ ・Ａ は １８３２年 に 初 あ

て い と こ の ジ ョセ ブ ・ス ミス （二代 目）に 会 った。 そ して １８３２

年 ９月 ユ０日， 教 会 の 会 員 とな った 。

１８３５年 ３月 １日， ジ ョー ジ ・Ａ ・ス ミス は七 十人 最 高 定 員

会 へ の 後 任 会 員 と して 聖 任 され た 。 そ れ か ら ３ヵ 月後 ，彼 は

合 衆 国東 部 へ 最 初 の 伝 道 に 出 た。

ジ ョー ジ ・Ａ は英 国へ 伝 道 に行 くよ うに任 命 さ れ て い た。

そ こで 彼 はす ぐに この大 切 な 召 しに携 わ った。 １８３９年 ４月２６

日， 彼 は２１歳 で 使 徒 に聖 任 され た 。

ブ リガ ム ・ヤ ング は ジ ョー ジ・Ａ ・ス ミス を 「歴 史 の 宝 庫 」

と呼 び ， オ ル ソ ン ・ホ イ ッ トニー は彼 を 「何 で も知 って い る

生 き字 引 き」 と呼 ん だ 。 この よ うな こ とを考 え る と， １８５４年

４月 ７日 に彼 が 教 会 の 歴 史 記 録 者 に召 さ れ た の も驚 くに あ た

らな い 。 彼 は １６年 間 この 職 につ い た。

ジ ョー ジ ・Ａ は １８５６年 に ユ タ准 州 の代 表 と して ワ シ ン トン

に向 か い ， ユ タを 正 式 な 州 と して 認 可 す る よ う請 願 した。

１８６８年 に は ジ ョー ジの 生 涯 の 友 ， ヒー バー ・Ｃ ・キ ンボー

ル が 亡 くな った 。 そ の年 のユ０月 の大 会で ， ジ ョー ジ ・Ａ ・ス

ミス は ブ リガ ム ・ヤ ン グ大 管 長 の第 一 副 管長 に 召 され た。

ジ ョー ジ ・アル バ ー ト ・ス ミス は１８７５年 ９月 １日， ソル ト

レー クで 死 去 した。

「金 版 聖 書
」

８月 のことで ある。 お じの ジョセブ ・ス ミス （初 代。予言

者 の父） と彼 の一番下 の息子 ドン ・カル ロスが， モル モン経

を数冊持って父の家にやってきた。父は１８年振 りでおじに会

えてとても喜んだ。彼 らは私たちの家から４００キロも離れた

ニューヨーク州西部のウェイン郡やオンタ リオ郡に住んでい

た。おじは祖父にす ぐ会いたいということであった。そこで

翌 日，私の父は一頭立ての馬車を仕立てると，１９キロほど離

れた私の祖父とおじたちの住むス トックホルムにおじを連れ

て行 った。母 と私は土曜日から日曜日にかけてモルモン経を

読んだ。そして日曜日の夕方には，隣人が 「金版聖書」と呼

んでいるモルモン経を見にやって来て，その本についていろ

いろな批判を浴びせ始めた。私はその本を信じてはいなかっ

たが，彼 らの批判が取るに足 らないばかげたものに思えた。

そこで彼 らの批判に意見を述べ，彼 らの考えが誤っているこ

とをはっきり指摘すると．彼 らは混乱 して しまって帰って行

った。

私はモルモン経を読み続け，その書物が偽 りであることを

裏付けるに十分な異論を頭の中で整理 した。そしておじのジ

ョセフが戻って来ると，私はその問題について彼に議論をし

かけた。 しか し，彼は私の疑問を明快に解いて くれた。そし

て私の心は開かれ，それ以来，私はこの書物が神聖な書物で

あることを擁ｉ護 し続けているのである。

ゾ ラ ・ス ミス ， ・４％６θＳ’０γｙ Ｂ勿ｇ７αρ勿 ０：π４ 、Ｆα〃Ｚ露ｙ ｏ∫ Ｇθ０７９６

Ｅ Ｓ〃ｚ励 「ジ ョー ジ ・Ｈ ・ス ミス の 家 族 と先 祖 の 伝 記 」 〔英 文 〕

Ｐ．４４

２５９



「小 川 の 氷 を 砕 い た
」

私の父は数年間ずっと健康状態が悪 く，バプテスマの前め

６ヵ月間は，家畜の世話 さえできない状態だった。隣人は皆，

そんな父がバプテスマを受けたら死ぬだろうと思 っていた。

私は小川の氷を砕いた。そして６０センチも積 もった固い雪を

かき分けて， ２００メー トルほど道を作 った。その日はとても

寒い日だった。隣人は父が水の中で死ぬのではないかと思い

ながら，驚きのまなざしで様子を見守 っていた。しかし父の

健康はその時から快方へ向かったのである。

ジ ョー ジ ・Ａ ・ス ミス ， ツ吻 〃ｚｏ”ｓ” 「回顧 録 」 （英 文 ） Ｐ．５

「牧師はあたふたと

その場を逃げ去 って行 った」

私が説教をし終わると，ひとりのルーテル教会の牧師が立

ち上がり，この人はモルモン経は真実であり，それを信 じな

い人は永遠に罪に定められると語ったと言 った。続けて言 っ

た。 「さて，皆さん，その証拠がなければ罪に定められるよ

うなことはありません。聖書については，次の３点で真実の

書物であることが証明されています。第 １に聖書に出てくる

地名はみな地図にあります。 しかしモルモン経に出て くるゼ

ラヘムラの地名は：地図に出ているでしょうか。：第 ２に聖書に

は原本があります。では，モルモン経の源 本はどうでしょう

か。見せることができますか。第 ３にモルモン経の翻訳が有

能な人々によってなされたという証拠が必要です。これ らの

証拠を見せて頂 きたいと思います。聖書 については，これ ら

の問題に対 して私たちは解答を持ち合わせています。証拠は

そろっています。モルモン経にも同じような証拠が必要であ

ると思います。さもなければ私たちはその本が偽 りであって，

それを布教する者は悪魔の子であると言わざるを得ません。」

私は，これに答えて，この紳士はそれほど人望のあつい人

とは思えない，もし公正な人であれば， これだけの聴衆の前

で，私がモルモン経を信じない人はみな永遠の罰を受けるな

どと言ったとは口にしなかっただろうと反論 した。そして，

私がそのようなことを一切言わなかったことを聴衆が認めて

いることは，あなたも知っているはずです， とも言 った。す

ると彼は話をさえぎって大声で言 った。 「ゼラヘムラの地図

を見せろ。」 そこで私は答えて言 った。 「あなたが創世紀の

ノドの地を地図の中で示 してさえくれたら，いつでもゼラヘ

ムラが どこにあるかお見せ しましょう。」すると彼は言った。

「モルモン経の原本を見せてもらいたいものですね。聖書の

原本ならいつでもお見せできますよ。」私は答えて言 った。

「神が御 自身の指で十戒を刻まれた石板や，モーセが律法の

書を書いた羊皮紙 それにエゼキエルが書いているふたつの

木を持 ってきてさえ くれれば，モルモン経が翻訳された金版

をお目にかけましょう。」

聴衆の問に笑いが起こり，牧師はののしりなが らあたふた

とその場を逃げ去って行った。

ス ミス ， 「回 顧 録 」 Ｐ．４９

２６０
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みな さん はどんな人で しょうか。 そ

う，み なさんすべてが神 さまのむす こ

むす めです。み なさんの霊 は， この世

界がで きる前 か ら つ くられていま し

た。 そ して前世 とい うところで，戒 め

によ く従 ったので， こうして肉体が与

え られたのです。前 世で どの ように生

活 したかによ って，今の家族の ところ

に来 ることが決め られ ま した。

わた した ちが，天の お父 さまや救 い

主で あるイエスさま，'そ してわた した

ちお互 いのす ば らしい関係 に気 づ くな

らば，生活 は見 ちがえ るよ うに変わ っ

て い くことで しょう。

大 管長 ハ ロル ド・B・ リー

262

国や 人種，文化が ちが うことは問題

で はあ りませ ん。私 たちは福音 に従 う

ことによって，平和で 自信 にみちた生

活を送 る ことがで きます。

ジェームズ ・A・ カ リモア

この世界 はあなたのためにつ くられ

ま した。 そ してキ リス トは， あなたを

あが な うために来 られま した。福音 は

あなたのために回復 されま した。主 は

あなたの祈 りに答 えて くだ さいます。

神 はあなたの ことを心 に とめてお られ

ます。 それはあなたが神のむす ご，む

す めだか らです。

エル ドレッ ド・G・ ス ミス

キ リス トは 「自分を愛す るよ うにあ

なたの隣 り人 を愛 せよ」 と言 われま し

た。私た ちにとって一番近 い隣 り人 は

家族です。 この ことをわす れないで く

ださい。次 は隣 りに住 んでい る人，そ

して 同 じ通 り，同 じ市 ，同 じ県，同 じ

国， こうして全世 界の人が隣 り人 にな

ります。私 た ちが，何 らか の点で関係

し，影響 してい る人 はすべて私 たちの

隣 り人です。

0・ レス リー ・ス トー ン

み なさんの中 には，教会 員のあま り

いない学校 に行 っている人 がい ること

で しょう。 みな さんが教会の標 準 に従

って， 自分 自身 を正 しく導 き，人格を

高め るな らば，みな さんの光(も はん)

は 高 く輝 き，それを見 るすべて の人 々

をて らす ことで しょう。

デ ビッ ド・B・ ハイ ト

教 会の清 い音楽 の中か ら， よ く知 っ

ている歌 で，わた した ちを高 め，敬 け

んにさせて く れ る 歌を あげ て くださ

い。 「わた しは神の子」 のよ うな歌が.

よ いで し ょう。 よ く意味 を考 えて，覚

えて しま って くだ さい。 そ して，何 を

考 えた らいいのかわか らない ときには

これを思 い出 しま しょう。

ボ イ ド・K・ パ ッカー

働 くことにか わる ものは あ り ま せ

ん。な まけ者 にな ってはいけませ ん。

主 は，わた したちが ま じめで あること

を望 んで お られ ます 。そ して，心 もか

らだ もはつ らつ とな るように願 って い

らっ しゃるのです。

ボ ー ン ・J・ フ ェザ ース トー ン ・

女 の子は成長 して いつ の 日か女性 に

な ります。ですか らそのために準 備す ・

ることはとて も大切 です。少女 の皆 さ

ん，兄弟 たちに及 ぼす皆 さんの影響力

をみ くびってはな りませ ん。皆 さんが

兄弟 たちの愛 を認 めて，敬 うとき，兄

弟 たちは清 く，立 派で幸せ な人 になる

ことがで きるのです。

N・ エ ル ドン ・タナー

お父 さんを敬 い，従 って くだ さい。

い ろいろな ことを して くれ るお父 さん

を愛 し，理解 し，そ してその働 きに感

謝 しま しょう。

ジ ェームズ ・E・ フ ァウス ト



わた したちが永遠 の父 な る神 の子供

たちで， いつの 日か父 なる神 と住 む こ

とがで きるという ことは， なん とす ば

らしい ことで しょう。 また， 父なる神

が，そ して死か らよみが え られ てす べ

ての人 の罪を あがなわれた イエス ・キ

リス トが， どの ような御方か を知 る こ

とは，な んとす ば らしい ことで し ょう。

リグ ラン ド・リチ ャーズ

わた したちに生 ける予言者 ハ ロル ド

・B・ リーが与 え られ ている ことは
，

最高 の祝福です。 リー長老 は立派 な方

で，わた した ちが たたえ，尊敬で きる

人です。 また リー長老 の教 えや助言 や

導 きは信頼で きるものです。

デルバー ト・L・ ステ イプ レー

アダ ムか ら今 日のわた した ちの予言

者 ハ ロル ド・B・ リー長老 にいた るま

で， すべての予言者 は，神の最初 の霊

の子 であるイエス ・キ リス トがわた し

たちのあが ない主 となるよ う選 ばれた

ことを証 してきま した。

マ リオン ・G・ ロムニー

も し主が地上 にお られ た ら，すべて

の予言者た ちが言 って いるの と同 じこ

とを，今のわた したちに言われ るにち

がいあ りません。

ブルース ・R・ マ ッコンキー
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什分 の一 の祝福

■ 大会か ら帰 って きた ネル は大急 ぎで服 を着 がえ ると， は

だ しの まま， ころげ るよ うに外 に とび出 して行 きま した。 ネ

ル は， き ょう大会で ス ノー大管長 か ら聞いた ことを，お とう

さんに話 した くてた ま らなか ったので す。

それ は1899年 の6月 の ことです。 ネルが住 んでいたユ タ州

の南部で は， も う2年 以上 も雨が一滴 も降 っていませんで し

た。 そのた め， セン ト・ジ ョー ジにあ る小川 や井戸 は， どこ

も干 あがって しまいま した。水 がないので，作物 が育 ちませ

ん。牛 や馬 はバタバ タと死 んでい くしまつです。人間が生 き

てい くの もむず か し くな って きま した。そ こで， ネルの家族

もよその土地へ 引 っこす ことにな り，お とうさんは引 っ こし

の準備 の最 中で した。 き ょうは ロレンゾ ・ス ノー大管長が遠

くの ソル トレー クシテ ィーか らこの町へ おいで にな り， みん

な にお話 を して くだ さることになって いま した。 お とうさん

はこの ことを知 っていま した。で も引 っこしの準備 はたいへ

んです。そ こで おと うさんは家 に残 って，朝早 くか らひ とり

で荷車 に荷物を積 んで いたのです。

「おとうさあん，ね え， お とうさあん」 ネルは走 りなが ら

大声で呼 びま した。 「もうそんな ことしな くて もいいの よ。

わた したちはず っと ここにい られ るの。 きょうね，大 会でス

ノー大管長が おっ しゃったのよ。 わた した ちが什分の一を ち

ゃん とは らって，畑 をたがやせば， きっと雨が降 るって， そ

れでまた小麦 や じゃがい もがで きるようになるって/」

∫「
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で もお とうさんは， ネルの言 って いることが信 じられ ない

よ うで した。 そ して，荷車 の なが え*に こしをおろす と，草

が1本 もはえていない荒 れ ほうだい の畑 を， ただ じっ と見 つ

め るばか りだ ったのです。

お とうさんは，ほかの土地へ行 ったほ うが よい と， いつ も

家族 に話 していま した。 それ もそのはず です。食糧 をためて

おいたたなには， もうほとんど食べ る物 があ りません。それ ・

に残 ってい るお金 とい えば， お じい さんが ネルに くれた20ド

ルだ けだ ったのです。

その夜 おそ くネルは，夕食の した くを手伝 っていたお とう

さんが，おか あさんに こんな話 を してい るのを耳 に し ま し

た。 「あ した の朝6時 に ここを出発 する ことにす る。 そうす

れば お昼 まで には トムソン兄弟 の農場 に着 くと思 うんだ 。」

み んなは食卓 に着 きま した。 で もみんな し ょんぼ りして い

ます。 ネル は とて も悲 しか ったので，何 も食べ た くあ りませ

んで した。 ネルは大 きく息 を吸 ってか ら，思 い切 って こ う言

いま した。 「ず っと前 にね，お じいさんが話 して くれ た こと

があ るの。お じい さんた ちは， ブ リガム ・ヤング大管長 が こ
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うしな さい と言 われた ことを， そのとお りに した ん で す っ=

て 。」 そ うした らとて もよい ことがあ った って 。」

それを聞いた ネルの おと うさんとおかあさんは，食 べ るの

をやめて・じ・とネルの詠 恥 かたむけました・ネルは縦 壽

けま した。 「わた しもその とき生 きていた ら， や っぱ り予言. 、

者 のい うとお りに した と思 うって言 ったの。そ した らお じい

さんがね， ブ リガ ム ・ヤング大管長 もそ うだ った けど，ス ノ

ー大管長 は今
，生 きて い らっしゃる予言 者だ って言 ってた。

だか らス ノー大管長 のお っしゃるとお りに しな くちゃいけな

いって 。」

、こ つ言 い終 わる とネルは， あの大 切な20ド ルを持 って来 て 画 ，

くれ るよ うに， お とうさんにたのみ ま した。 「このお金 をソ

ーン監督 に渡 しま しょうよ，セ ン ト・ジ ョージに雨が降 るよ

うに。」'

次 の朝早 く目を さま した ネル は， まどの外 を見 て み ま し

た。 いつ もと変 わ りな く， ほこり6ぽ い風が吹 いているだけ

で した。 で もお とうさんの畑仕事を手伝 お う。急 いで洋服 を

着 る と， ネルはか らか らにかわ いた地面 を走 って 行 き ま し

た。

ネルが走 って来 るの に気 づいたお と うさんは，馬 を とめて

ネル をだ きあげま した。 ネルが飛びつ くと， お とうさんはに

こに こしなが ら言 いま した。 「おはよ う， おねぼ うさん。 け

さはずいぶん早いねえ。お と うさんのお手伝 いを して くれ る

のかい。」

で も， いつまでた って も雨 は降 りませ んで した。 セン ト・・

ジ ョージの人 々は，毎 日まっ青 な空 を見上 げては，が っか り

していま した。 とて も雨 など降 りそ うもあ りません。 ところ

が8月2日 の ことです。 と うとう， みんなが待 ちに待 ってい

た雨 が降 り始 めた のです。 みんなは大 さわ ぎを しま した。で

も， ネル とおと うさんは少 しもお どろ きませんで した。ふた

りは雨が降 ったわ けを知 っていたか らです。

甚荷車を馬に引かせるために，荷車と馬をつな ぐ棒

■ ジ ョセフは， しめっぽい畑 か らい っし ょうけん めい にじ

ゃが い もを堀 り出 して いま した。 ジ ョセブの家 はとて も貧 し

か ったので，食べ る物 がほ とん どあ りませんで レた。 あるも

のといった ら， い ら草 の葉 とか，あざみ とか，ゆ りの根 のよ

うなものばか りだったのです。 この じゃがい もは，ぼ くたち

のためにおか あさんが作 って くれたんだ と， ジ ョセフは思 い

ま した。堀 り終 わった ら， ゆでて， あ ったか くてま っ白いぼ

.くぼ くの じゃがい もに， バターをた っぷ りぬ って， おなか い

っぱい食 べよ う。

堀 り終 わる と， おかあ さんがや って来ま した。 そ して ジ ョ

セブに， よ くで きた じゃがい もは荷 車 に積んで，什分 の一 を

おさめる場所 に持 って行 くよ うに言いつ けま した。 おか あ.さ

んは，正 しい と思 うことはどんなことで もや りとげる人だ と

い う ことを， ジ ョセブは知 って いま した。 そ こで だま って，

言 われた とお りに しま した。 まず什分 の一 としておさめるた

め に， よ くで きた ものを選 び， それを荷車 に積 みま した。 そ

・して，残 りを家族 のために残 してお きま した。

後 に， ジ ョセブは末 日聖徒 イエス ・キ リズ ト教会 の第6代

大管長 にな りま した。 その ときの ことを思い出 して， ジョセ

ブ ・F・ ス ミス大管長 は このよ うにお っしゃいま した。

「あの ころ， わた しはまだ小 さな子 どもで したが，荷車 を

引 いて，什分 の一 をお さめ る所 へ行 きま した。階段の ところ

で， じゃが い もを荷車 か らおろそ うとしてい ると， ウィ リア

ムとい う書記 を してい る人 が来 て，母 に こう言 ったのです。

rス ミスさん， あなたは什分 の一 をは らわな くて もいいで

す よ。』

ウィ リアムさんは， そのほかに もい ろい ろな ことを言いま

した。す ると母 はお こった ように こう答 えま した。 『ウィ リ

アムさん， それは とんで もない ことです。あなた はわた した

ちが祝福 を受 け られな くて もよい とお っ しゃるのですか。 も

し什分 の一 をは らわなければ，祝福 を受 けることはで きませ

んわ。 わた しが什分 の一 を払 うのは，神様 の律法 だか らとい

うだ けで はないんです。大 きな祝福 を得 られ ると信 じてい る

か らです。什分 の一 やそのほかのいま しめを守 ることは大切

です。 そ うす れば，主 はいつ もわた した ち家族を守 って くだ

さるで しょう。 わた しはそ う信 じて います 。」

絵 テ ッ ド ・ヘ ニ ン ガ ー
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最初の

じゅん きょう者

イエス さまの12人 の弟子 たち は，イ エスさまが おな くな り

にな った後 も， い っしょうけん めいにお しえをのべつたえて

歩 きま した。 で も， そのほかに も しなけれ ばな らない ことが

た くさんあ りま した。 た とえば，お金を どうい うふ うに使 っ

た らよいか とか， 貧 しい人 の世話 をす ることなどです。 そこ

で， こうい うことをす る人 を選 ぶ ことになりま した。 こ うし

て7人 の信仰のあつい，か しこい人が，大ぜ いの中か ら選 ば

れま した。

この人 たちは，執事 と呼 ばれ ま した。 使徒 た ちはこの人 た

ちの頭 の上 に手 をおいて，一人一人祝福 しま した。それか ら

とい うもの， この7人 の人 たちは， い っし ょうけんめい に使

徒 たちのお手伝 いを したのです。

最初 に選 ばれ たのは， ステパ ノとい う人 で した。ス テパ ノ

は とて も信仰が あつ く， りっぱな人 で した。 そ こで，それま

でイエスさまのお しえを信 じなか った人 々 も，ス テパ ノの こ

とを聞いて心 を動 か されま した。ス テパ ノは聖霊 にみた され

て， つぎつぎ とふ しぎな ことを してい きま した。 この うわ さ

はエルサ レム中 に知れ わた りま した。

ユダヤ教徒 た ちもス テパ ノの うわ さを聞 きま した
。 そ こで

ス テパ ノを呼 んで，話 をさせ， ステパ ノを こま らせよ うとし

ま した。 ところが， ステパ ノは とて もか しこいばか りか，聖

霊 にみたされて いたので， ユダ ヤ教徒 た ちはステパ ノの悪 い

ところを見つ ける ことがで きませ ん。で も何 とか してステパ

ノをやっつけてや ろ うと思 いま した。 そ こで悪 い人 々に， ス

テパ ノの悪 口を国中 に言 いふ らすよ うに命令 したのです。 ス

テパ ノは神様 やモーセの教 えを守 っていない とい ううわ さが

広 ま りま した。 ステパ ノを石 で打 ち殺 して しまえ，悪 い人 た

ちは口々にそ うきけびま した。

ステパノはつかまえられて，葎窪学者たちの前につき出さ

れま した。 うその うわ さを言 いふ らした人 た ちもそ こに来 ま

した。 そ して こう言 いま した。 「この人 は悪 い ことばか り言

います。 それ に， して はいけない といわれてい ることを，平

気 で します。 ナザ レのイエスは， この きよい場所 を こわ して

しま うとか， モーセが伝 えたな らわ しを変 えて しま う， とか

言 っていま したよ6」
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そ こにいた人 々が ステパ ノを見 ると， これ はど うした こと

で しょう。 ステパ ノのまわ りは，まばゆ いほどにかが やいて

いま した。 そ して ステパ ノの顔 とい った ら， まるで天使 のよ

うに光 りかが やいてい るではあ りませんか。 それで もうそを

ついた人 たちは， なお もステパ ノの悪 口を言 いま した。 そ こ

で大祭司 はス テパ ノに， 「この者 た ちの言 うことはほんと う

か?」 とたず ねま した。

ステパ ノは，殺 され るか も知 れない と思 い ま した。で もす

っ くと立 ち上が る と， ゆ うかんにほん とうの ことを答 えたの

です。 そ してアブ ラハ ム， ヨセ フ， モーセな どの予言者 につ

いて話 しま した。昔の人た ちが神様 のお しえ に したが わなか

ったので， ほろぼ されて しまったこと も話 しま した。また，

神様 の子 どもで あるイエス ・キ リス トを殺 した人 た ちは， い

つか きっ とひ どい 目に合 うとも言 ったので す。幽

わか いステパ ノが， 自分た ちの した ことをせめたので， そ

こにいた力 のある人 た ちは，は らをたて ま した。 そ して ステ

パ ノをお ど しは じめま した。で もス テパ ノは，そ のとき じっ

と天 を見つ めてい ま した。 す ると，揖様 とそ の右 にイ エスさ

まが現 われ たで はあ りませんか。 それ を見 たス テパ ノは， い

っぺん にゆ うきが でて きま した。'「神様 とその右 にイエス さ

まが見 え る。」 ステパ ノは言 いま した。

す ると力 のある人 た ちは，ス テパ ノの ことばを聞 くまい と

耳 をふ さいで しまいま した。 とて もおそろ し くな った人た ち

は，ス テパ ノには らを立て， ステパ ノを町の外 に引 きず り出

レま した。そ して石を投 げつけ始 めま した。悪 い ことを した

者 には，石 を投 げつけ るとい うのが， この ころの きま りだ っ

たか らです。思 い っき り石 を投げ るには着物が じゃまです。

そ こで人々 は着物を ぬいで， それをサ ウロとい うわか い男 の

人 のと ころにおいてお きま した。

石を投げつ け られ ている間 も， ステパ ノは天を見上 げて，

ひ ざまず き， いっ しょうけんめ いにお祈 りしま した。 「わた

した ちの主， イエスさま，わた しを あな たの ところへ行かせ

て くだ さい」 と。 それか ら最後 に，大 声で神様 を呼び， 自分

に石 を投 げつけている人 た ちをゆ る して あげて ください， と

た のみ ま した。

イ エスさまが十字架 には りつけに された後，イ エスさまの

お しえを伝 えていたた くさんの人 々が殺 されま した。 その う

ちで，最初 に殺 され たのが， ステパ ノだ ったのです。

ス テパ ノが殺 され たことを聞いた友 だちは， な きが らを ひ

きとり，て いね いにほおむってあげま した。ステパ ノは正 し

い ことを して，ゆ うかん に死 んで い きま した。 だか ら友 だ ち

は，ヌ テパ ノの ことを思 い出 してはないていた とい うことで

す。(使 徒 行伝6章 ，7章)
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1973年10月5日(金)午 前の部に おけ る説教

自分 が 何 者 か を知 り

自 尊 心 を 持 つ

大 管 長

ハ ロ ル ド ・B・ リー

愛する兄弟姉妹，そ して友人である

皆様。私 は今， しばしの時をいただい

て，今 日私たちの間で重大な関心事と

なっているある状況にっいて，一言述

べてみたいと思う。私がお話 したいこ

とは，今 日，非常に数多 くの人々の間

で，自尊心が驚 くほど欠如 していると

いうことについてである。 これは，人

4の 服装や行動を見れば明 らか で あ

り，また，怒濤の勢いで世界を風靡 し

っっある寛容とい う傾向を見て も明ら

かである。

教会員の中においてさえ，高潔な榛

準を捨て，由緒正 しい言い伝えの真髄

を理解 しない傾向が見 られ る。だが，

このような言い伝えは，時 の 始 め 以

来，私たちの先祖にとっては真 に意味

あるものだったのであり，また，今 日

に至 るまで，人格を高め，世界にあっ

ては義 と調和 と一致 と平和 とを推進 し

てきたものなのである。

永遠の言い伝え，永遠の言葉という

ものは確かに存在するのであり，それ

はもし正 しく理解され，教えられ，実

践 されたならば，老若男女を問わず，

かつてこの世に生を受け，現に生を受

け，またこの後生を受ける人々に皆，

救いを もたらす ものなのである。

美徳 貞潔，正直，道徳 信仰，人

格などといったテーマで話をするのは

いささか時代遅れであると感ずる人が

いるかもしれない。だが，これ らの諸

徳 こそ， これまで偉大な人々を築き上

げてきたものであり，また人が この世

においては幸福を得，来たるべき世に

おいて永遠の喜びを得るための道を指

し示して くれるものなのである。また

これ らの諸徳を人生の錨 として こそ，

種々の試練，悲劇，悪疫に立ち向かう

ことができ，また悲惨な戦争やそれに

伴 う恐 ろしいまでの破滅，飢餓 そし

て流血にも耐えることができるのであ

る。

こうした諸原則を懸命に教えようと

している人々の警告に注意を払おうと

せず，それと正反対の道を進 もうとし

ている人々に申し上げたい。そのよう

な人々は，結局は自分がみじめな状態

にいることに気づくことであろう。そ

のような有様を，私たちは周囲でたび

たび見聞きしている。予言者イザヤは

そうした悲惨な結果を極めて劇的に描

写 し， 自分に啓示 された神の御言葉を

再三再四述べた。その言葉は，イザヤ

がイズラエルの民を強め，世の悪に対

抗することができ'るようにと願ったと

き，与え られた ものであった。そのイ

ザヤの言葉を引用 してみよう。
「『遠い者にも近い者 にも平安あれ，

平安あれ，わたしは彼をいやそう』 と

主は言われる。 しがし悪 しき者は波の

荒い海のようだ。静まることができな

いで，その水はついに泥 と汚物 とを出

す。わが神は言われる，r『よこしまな

者には平安がない』と。」(イ ザヤ57：

19-21)

ほかにも多 くの予言者が同様なこと

を述べている。その言葉は力強 く，誤

解の余地がない。すなわち， 「罪悪は

決 して幸福を生 じたことはない。」(ア

ルマ41：10)

ここで予言者イザヤが劇的に描き出

しているような道を選び取 る人々がい

るのであるが，なぜそのような道を選

ぶのか，私はその理由を深 く考えてみ

た。イザヤは，平安を与えて くれるは

ずの道に背を向ける人々は，荒れ狂 う

海のようなものであり，その水は泥 ど

汚物 とを出す，と述べているρその結

果，私はこれらのことは皆，個人が自

尊心を持たずにいることに原因がある

のではないかと思うようになった。

次にあげる知恵にあふれた言葉を十

分吟味 していただきたい。これ らの言

葉を残 した人々の生涯は十分私たちの

模範 に足るものであり，またその人々

の体験は，その時代の現実を十分に踏

まえたものである。
「自尊心一 あらゆる美徳の基石」

(ジ ョン・フレデ リック ・ウィリアム
・ハーシェル卿1)

また，次のように言 った人もいる。
「自尊心とは，人が自らまとうこと

のできる最 も気高い衣であり，最も精

神を高揚 し，霊感を与えることのでき

る感情である。」(サ ミュエル ・スマイ 、
ルズ2)

「人は皆，自分で自分にその価値を

刻印 している。私たちが自らに課する

チャレンジの値は.他 の人々から与え

られる。人は皆， 自らの意志によって

その価値を決めるのである。」(ヨ ハン
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・フォン ・シラー3)

私 の家の近 くに住む ある美 しい母親

が，私 に次 のよ うな手紙 を く れ た。

「私 は祖 国を愛 して お ります
。 また，

夫 を，子供 たちを， そ して神様 を愛 し

てお ります。 どうして こんな ことがで

きるので しょうか。 それは，ひ とえ に

私 が 自分を真底 愛 してい るか らにほか

な らないのです。」

これが， 自尊 心の もた らす 実 で あ

「あなたたちは一体何者な の か
。」

あなたたちは皆，神の息子，娘 なので

ある。あなたたちの霊 は， この世が あ

るに先立 って，組織された英智 と して

創造 され，生活 していた ので ある。

る。逆 に， この姉妹 が述 べた ような，

自分 を愛 す る気持 を持 たなか ったな ら

ば，全 く逆 の結果が起 こって くること

にな る。 このよ うな人 は，生命 を愛す

ることを しな くなる。 また， た とえ結

婚 して も，妻 や子供 たちを愛す る気持

を失 い，やが て家庭 を愛 さな くな り，

自分 の故 国に敬意 を払 わな くな って し

ま う。 そ して遂 には神 を愛 す る気持 を

も失 って しま うのであ る。 国内での反

舌し 家庭 内での無秩序 と愛の欠如，親

に対 して不従順 な子供 たち，神 との交

わ りを失 うこと， これ らは皆 ，その人

が 自尊 の気持 を失 って しま ったか らに

ほかな らないのであ る。

私 はかつて，あ る人々の会合 に招待

されて演説 を した ことがあ る。その人

々は大部分 ，教 会の中で進 歩 した経験

のない人 々であ った。それ は彼 らが，

進 歩す るの に必要 な標準 に従 うことの

大切 さを理 解 して いなか ったか らであ

り， また， そ うい う望 みを も持 ってい

なか ったか らであ る。私 は今 日の説教

のテーマに， 「自分 は阿者 なのか」 と

い うテーマを選 んだ。私 は， この テー

マについて深 く思 いめ ぐらし， この責

任 に備 えて神の御言葉 を捜 し求 めて い

た とき， 自分 が，私 た ちひと りびと り

に とって一 番大切な テーマを選んで説

教 しよ うとしてい ることに気づ いた。

あの会合 で演説 した とき も同 じで あっ

た。確 かに，あの人々の中 に もまだ 自

分 が何者 であ るか に気づかず， その人

生 を築 き上 げ られ るだ けの確固 たる基

盤 を持 つ ことがで きないで いる人 々が

いたのであ る。

子供 た ちのけんか好 きや青少年 たち

の救い難い ほどの行状 は， 肉体的，精
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神的才能によっては獲得することので

きない種類の注 目とか名声を浴びたい

という行為と大差ないのである。それ

ゆえ，享楽に疲れ果てた少女 とか，だら

しのない姿形の少年といった ものは，

浅薄な装飾や異常な行動(奇 をてらっ

た方法)に よって，あの説明しようの

ない特質を得ようと求めている人々の

ひとつの姿であることが しばしばであ

る。 しかも，そのような少年少女は，

その特質を魅力と考えている始末であ

る。そのような特質を得ようとする行

動は，注 目を集めようとする愚かな試

みであって，確かに心の中に巣食 う欲

求不満の表われなのである。 これも皆

自分の人間としての本質を理解 してい

ないためである。

では， 「自分は何者なのか」 という

質問を考えてみよう。 この大切なこと
亀を理解できな

いでいる人々がおり，ま

た，.そ の結果，自分を大いに尊ぶこと
ができないでいる人々も何 人 か は い

る。その質問の大切さを理解しさえす.

れば，自分を尊ぶこともできたのであ

ろうが，とどのつま り，そうした人々

は自尊心に欠けているのである。

私は，今その質問に答えるにあたっ

て，聖典からふたつの質問を提示 して

から始めたいと思う。 この聖句には，

だれでも心を打たれるものと思 う。

詩篇の作者は次のように言 っ て い

る。 「人は何者なので， これをみ心 に

とめ られるのですか，人の子は何者な

ので，これを顧み られるのですか。た

だ少 しく人を神よりも低 く造 って，栄

えと誉とをこうむ らせ……ま し た。」

(詩篇8：4，5)

そして次の聖句は，主がヨブに尋ね

た質問である。 「わたしが地の基をす

えた時，どこにいたか。 もしあなたが

知っているなら言え。……かの時には

明けの星は相共に歌い，神の子たちは

みな喜び呼ばわった。」(ヨ ブ38：4-

7)

聖典か ら引用 したこのふたつの質問

を もっと簡単な言葉で言い換えてみよ

う。 この引用聖句では，予言者 は，私

たち一人一人に次のように尋 ね て い

る。それは 「あなたはどこから来たの

か。そして，;なぜここにいるのか」と

い うことである。

偉大な心理学者であった マ ク ドガ

ル4は ，かつて次のように言った。「道

徳の刷新を助ける上で最初 にしなけれ

ばならないことは，可能なことな ら，

人の自：尊心を回復することである。」

また，古代のイギリスの職工の次のよ

うな祈 りを思い出す。「神よ，私が自分

を心か ら信頼することができるよう助

けをお与え下さい。」 これは万人の祈

りでもある。私の言 う自尊心とは，異

常なまでに発達 して高慢や うぬぼれや

こうまんに変わるような自尊心ではな

く，義 しい意味での自尊心である。そ

れは次めように定義されるであろう。
「自分自身の価値に対する信頼，また

神の価値を認め，人の価値を認める自

分に対する信頼 。」

ではここで，今までのふたつの質問

の答えについて考えてみよう。この答

えは，道を踏みはず していた人々の心

に，そして，この混沌とした世の中で

まだ自分の真の価値を認識するに至っ

ていない人々の心に火をともし，はっ

きりと認識 させて くれるに違いない。

私に与えられた時間が限られているた

め，私は多少なりとも，私の声がこの

ひどく荒廃 した世界を遠 く隅々に'まで

行 き渡 るよう切に願 っている。

使徒パウロは次のように 述 べ て い

る。 「その上，肉親 の父はわた したち

を訓練するのに，なお彼をうやまうと

すれば，なおさら，わたしたちは，霊

の父に服従 して，真に生きるべきでは

ないか。」(欽定訳ヘブル12：9) .

この聖句は， この地上に住み， この

地上に父親のある者には皆，同様に霊

の父 もおられるということを言 ってい

る。モニセにしても，アロンにしても

同様であった。彼 らふたりは，ひれ伏

して次のように叫んだ。 「神よ，すべ

ての肉なる者の霊の神よ， このひとり

の人が，罪を犯 したか らといって，あ

なたは全会衆に対 して怒 られるのです

か。」(欽 定訳民数16：22)

ふたりが主に向かってどのように叫

んだのか，注目していただきたい。ふ

たりは 「すべての肉なる者(全 人類〉

の霊の神(父)」 と叫んだので ある。

アブラハ ムを通 じて与え られ た啓示

か ら・ この霊が何者で あ り匠 どの よう.

な ものな のか，若干で はあるが知 るこ

とがで きる。

「さて
，主 はわれ アブラハみにプ こ

の世 に先だ ちて組織 され たる英智 たち

を見せ たまいた りき。而 して， これ ら

すべて の ものの中 には，高貴 に して偉

大 なる もの多 くあ りた り。、

神，ζれ らの霊を善 しと見たまい，こ

れ らの霊 の中 に立 ちて言 いたまえ り，、、

これ らの者 をわが統治者 となさん。・

神，霊，な りしこれ らの者 の中 に立 ちて

これ を善 しと見 たまいたればな り。而

して，神 われ に言 いたまいけるは， ア

ブ ラハムよ，汝 は これ らの者 の一人 な

り。汝 は生れ ざる前 に選 ば れ た り，

と。」(ア ブ ラハム3：22〆23) ，

次 の聖句 では，主 の約束が記 されて

いる。前世 で忠実 であった人 々は， さ

らにつ け加 え られ て，第二 の位で ある

この現世で骨 肉の体 を得 るとい う.約束

で ある。 また，神が啓示 によって教え

られ たままの戒 めを守 るな らば，、その

人 タは， 「とこ しえに栄光 をその頭 に

附 け加 え られ ん」(ア ブラノ・ム3∴26)

と約 束 されて いる。

このふ たつ の聖句 の中 には，極 めて

重要 な真理が含 まれている。 まず その

第一 は，霊 とは何 であるかとい うこと

が，私 たちの骨痢 の体 と関連 づけて定

義 してあ る， とい うことで毒 る。霊 は

前世 では どのよ うな姿形 を して いたの

か。(無 論，霊 と死 すべ き体 とを分離

して見 ることがで き れ ば の 話 である

が。)末 日の予言者 は，霊感 を受 けて

次 のよ うに答 えてい る。

「……霊界の ものは この世 の ものの

象 に して， この世の もの は霊界の もの

の象なればな り。すなわ ち，.・人間の霊

は人 の身体 の象に し℃ 、また神の造 り・

たまい しあ らゆ る獣零 よびその他 の生

物 の霊 も皆 か くの如.きを誌せ しな り。」、

(教 義 と聖 約77：2).一 ∴L・1

さ らに前述 の聖句か ら知 ることので

きる第二の真理 は、 ここに集 って挙 ら

れ る人タは皆 ，前 世 で霊 の状態 であ りy

現 在骨肉の体 を持?て い るわけであ る

オ73



が，同時にまた，かつて第一の試 しを

無事通過した仲間であり，この地上に

来て骨肉の体を受ける特権を授けられ

た者たちである，ということである。

もしその試しを通過していなかったな

らば，現在，骨肉の体を受けてここに

集ってはいないであろう。それどころ

か，その特権を拒まれて，前世で，骨肉

の体を受ける特権を奪われたあの三分

の一の霊たちと同様，。後 にサタンとし

て知られるようになったルシフェルに

従っていたことであろう。その三分の
一の霊たちは，現在私たちと共にいる

が，単なる霊の存在である。私たちは

皆，救いの計画に従いさえすれば，私

たちに生命を与えて下さった父なる神

のみもとへ帰り，偉大な栄光を受ける

ことができる。だが彼らは，その救い

の計画を妨げようとして一層攻撃を新

たにしているのである。

旧約の予言者は，死について次のよ

うに述べた。 「ちり(つ まり，骨肉の

体)は ，もとのように土に帰 り，霊は

これを授けた神に帰る。」(伝道12：7)

私たちがかつていたことのない場所

へ帰ることができないのは当然のこと

である。つまりここでは死も誕生同様

ひとつの奇跡的な過程であると言って

いるのである。 この死によって，私た

ちは，主が弟子たちに教えられた祈り

のような 「天にいますわれらの父」の

みもとへ帰 るのである。

前述の聖句(ア ブラハム3：22，23)

の中には，ほかにも真理が明確に述べ

られている。それは，アブラハムと同

じ様に，多くの人々が生まれる前から

選ばれていたということである。同様

のことを，主はモーセにもエレミヤに

も語 っておられる。 この教えを，末 日

の予言者， ジョセ'フ・ス ミスは一層明

確なものに七 た。ジョセブ ・ス ミスは

次のように宣言 した。 「私は，神の王

国において重要な働きをなすよう召さ

れている人々は皆， この世に先立 って

その職に召され，また予任されていた

ものと信 じている。」 さらに次のよう

に言い添えた。 「私は，自分が現在召

されている職を果たすよう予任されて

いたと信 じている。」(Do侃 吻θ勿α7ッ
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だが同時に警告 も発せ られている。

今述べた聖句の中で言われている 「予

任」という召 しにもかかわ らず，次の

ような霊感 に満ちた宣言 もある。 「見

よ，召さるる者は多けれども選ばるる

者は少 し。……」(教義 と聖句121：34)

この聖句で述べ られていることは，

たとえこの現世で自由意志を持ってい

るとしても，この世に先立って，現世

のたあに自らのな した備え以上の大い

なる召 しに予任 された人々が大勢いる

ということである。また，高貴 にして

偉大なる霊がおり，御父はその中か ら

指導者を選び出されたのであるが，た

とえかつてその高貴に して偉大なる霊

のひとりであったとしても，この現世

で，予任 された召しを全うできないこ

ともあるかもしれない。それについて

主は次のように尋ねておられる。 「…
…選ばるることなきは，これそもそ も

何の故ぞ。」(教 義と聖約121134)

ふたつの答えが与えられた。まず第
一に， 「人々の心甚 しくこめ世に属け

るものの上にあ」るためであり，第二に
「唯々人間の誉を得 ることをのみ望」

んでいるからである。(教義 と聖約121

：35)

ではここで，私がこれまで読んでき

たことを要約するたあに，もう一度，あ

なたたち一人一人に尋ねてみたいと思

う。 「あなたたちは一体何者なのか。」

あなたたちは皆，神の息子，娘なので

ある。あなたたちの霊は，この世があ

るに先立 って，組織 された英智として

創造され，生活 していたのである。そ

して，骨肉を受ける前の状態で，ある

戒めに従順であったため，骨肉の体を

授かるという祝福を受けたのである。

こうしてあなたたちは現在の家族の中

に生を受け，現在住む国々に生まれ落

ちたあなたがたは， この地上に来 る前

の生活の報いとして，歴史の一時期に

こうして生を受けたのである。 これは

使徒パウロがアテネで群衆に教えたよ

うに，また，主がモーセに啓示された

ように， この世が創造 される以前に生

きていた人々一人一人の忠実さに応 じ

て決定されたことである。

ここで，使徒パウロの説いた， 「知

られない神」についてのあの力強い説

教にある意味深い言葉をもう一度聞い

ていただきたい。使徒パウロは，石や

真鍮や木の像を知 らずに拝んでいる人

々に向かって次の よ う に説教 した。

今，その箇所を引用 してみよう。
「この世界と，その中にある万物 と

を造った神は，天地の主であるのだか

ら，手で造った宮などにはお住みにな

らない。

また，ひとりの人か ら，あらゆる民

族を造り出 して，地の全面に住まわせ

(この点に注目していただき た い)，

それぞれに時代を区分 し，国土の境界

を定めて下さったのである。

こうして，人々が熱心に追い求めて

捜 しさえすれば，神を見い出せ るよう

に して下さった。事実，神はわれわれ

ひとりびとりか ら遠 く離れておいでに

奉 るのではない。」(使徒17：24，26，
27)

次にあげる聖句は，やはり主がモ」

セに宣言 されたもので，私たちの理解

の眼を一層明 らかにして くれ るもので鴨

ある。申命記に次のように記録 されて

いる。
「いと高 き者はアダムの子 らを分け，

諸国民にその嗣業を与えられたとき，

イスラエルの子 らの数に照 して， もろ

もろの民の境を定められた。」(欽定訳

申命32：8)

この聖句が述べられたのは，イスラ

エルの子 らがその嗣業の地である 「約

束の地」に到達する以前のことであっ

たことを心に留めていただきたい。

次の聖句にも注 目してい た だ き た

い。 「主の分はその民であって，ヤコ

ブはその定め られた嗣業である。」(申

命32：9)

この聖句を聞き，後にイスラエルと

呼ばれるようになるヤコブの血統に生

まれたということ，また後にイスラエ

ルの子 らとして知 られるようになった

そのヤコブの子孫として生まれたとい

うことは， この地上に生を受けた人4

の中でも最も傑出 した血統に生まれた

ことになる， ということが非常に明確



になったことと思われる。

こうした報いは皆，恐 らくはこの世

があるに先立って約束 され，予任 され

ていたのであろう。無論，そのような
一連の出来事は，私たちがあの前世の

霊界でどのような生活をお くっていた

かによって決あられたことに 違 い な

い。このような臆説に疑問をさしはさ

む人がいるかもしれない。だが，その

ような人 も，私たちが この世を去 って

裁きを受けるときにはこの地上で人 と

して生活 していた間の行ないによって

ひとり残 らず裁かれる， という教義は

何 ら疑うことな く受け入れることがで

きるはずである。それな らば，私たち

が今この地上の生活で受けていること

は，この地上に来る前の所業に応 じて
一人一人に与え られたものである， と

信ずることは，全 く理にかなったこと

ではないだろうか。次に，ほかにも聖

典の教えを通 じて理解 していただきた

い大切なことがある。私たちは皆，自由

意志を持つ存在である。こう言 うと邪

心のある人々は，自分の したい ことは

何でもできる自由があるんだ，という

意味にとるかもしれない。だが，このよ

うな解釈は予言者の言 う自由意志の意

味とは全 く異なる。予言者たちは聖典

の中で， 自由意志を次のように定義 し

ている。その箇所を引用 してみよう。

「それであるから，人はみな現世に

於て自由であり，およそ人間のために

なるものは何でも与えられる。そ して

万人に為したもうメシヤの大いなる賢

い仲裁によって自由と永遠の生命とを

選ぶか，または悪魔は万人が自分のよ

うにみじめになることを求めているか

ら，その束縛 と力とに由って定まる束

縛 と死 とを選ぶか， これは全 く人間の

自由である。」(・皿ニーファイ2：27)

使徒パウロは，私たちの肉体の神聖

さを，次のような言葉で印象的に述べ

た。 「あなたがたは神の宮であって，

神の御霊が自分のうちに宿っているこ

とを知 らないのか。 もし人が，神の宮

を破壊するなら，神はその人を滅ぼす

であろう。なぜなら，神の宮は聖なる

ものであり，そして，あなたがたはそ

の宮なのだからである。」(1コ リン ト

3：16，17)

そ してさらにパウロは，バプテスマ

を受けた教会員たちにぽ聖霊 という特

別 の賜が授けられていることを説明し

次のように教えた。 「あなたがたは知

らないのか。自分のからだは，神から

受けて自分の内に宿 っている聖霊の宮

であって，あなたがたは， もはや自分

自身のものではないのである。……そ

れだか ら，自分のからだをもρて，神

の栄光をあらわしなさい。」(1コ リン

ト6：19，20)

人 々がこの聖句の御言葉の真の意味

を考えようとするとき，あの高名な心

理学者 マク ドガルの言葉の深遠な意味

を理解 し始めるのである。 もう一度引

用 しよう。 「道徳の刷新を助ける上で

最初 にしなければならないことは，可

「もし私たちが，……神との神聖な

関係をはっきりと……感 じ取るならば

その結果には，極めて大 きな差が生ま

れることであろう。」

能なことな ら，人の自尊心を回復する

ことである。」 自尊心を回復するに際

して，前述の 「自分は何者なのか」と

いう質問の答えを完全に理解できるよ

う人々を助けること以上によい方法が

あるだろうか。

私たちは，自尊心を失った人の姿を

時折 目にする。人が自：尊心を失 ってい

ることは，その行動，外観 話 し振 り

を見れば明 らかであり，また，品位の

かけらも保とうとしていないことから

もわかる。 こうして私たちが目撃する

光景 こそ，サタンに勝利を許 した人々

の悲惨な姿なのである。主は，サタン

の業について次のように 言 わ れ た。

「……人を欺きだまし，……欲するま

まに虜 となすなり。」(モ ーセ1：1-

4参 照)こ れが， 「わが声に聴き従わ

ぬすべての者」(モ ーセ4：4)の 末

路である。主がこのようにモーセに宣

言 されたのである。

数年前，私はある研究論文を読む機

会があった。その論文は，数人の牧師

が，自殺 した学生の様々な状況につい

て追跡調査 したものである。そ してこ

の論文では，徹底的な調査研究の末，

結論として次のように断言 している。
「自らの命を断った学生たちの考え方

には，余りにも信念がなさすぎる。そ

のため，人生の重大危機に直面 しても

彼 らには何 ら確固たるものがなかった

わけである。こうして，彼 らは，臆病

者のとる方法をとって しまったのであ

る。」

このような状態は，主が山上の垂訓

の結びに述べ られたたとえ話に描かれ

ている悲惨な状況と酷似 している。

「また，わたしのこれ らの言葉を聞

いて も行わない者を，砂の上に自分の

家を建てた愚かな人に比べることがで

きよう。

雨が降 り，洪水が押 し寄せ，風が吹

いてその家に打ちつけると，倒れて し

まう。そしてその倒れ方はひどいので

ある。」(マ タ/f7：26，27)

主は，救いの計画における永遠の目

的を，次のようにモーセに宣 言 され

た。 「見よ， これわが業にしてわが栄

光，すなわち人に不死不滅 と永遠の生

命とをもたらすなり。」(モーセ1：39)

この永遠の計画における最初の目標

は，私たち一人一人が地上に来て，骨

肉の体を得 ることであった。だが，死

とそれに続 く復活の後，霊 と復活体 と

は，二度 と死の束縛を受けることがな

くなるのである。これは，あらゆる人

々に与えられる無条件の賜である。パ

ウロは次のように宣言 している。 「ア

ダムにあってすべての人が死んでいる

のと同 じように，キ リス トにあってす

べての人が生かされるのである。(1

コリン ト15：22)

不治の病で死んでゆ く者，そ して子

供 に先立たれた母親にとって，この聖

句がどのような意味を持つのか，とい

うことは，次の話か らよく理解できる

ものと思う。数年前，私と病院で会っ

たある若い母親の言った言葉である。

「私はこの聖句について長い間，深 く

考え：てきました。そ して，私は，今死

のうが，70歳 ，80歳 ，90歳 まで生き延

びようが，大きな違いはないダという
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ことに気付きました。私が活発に働き

永遠の喜びに通 じる業を行なうことの

できる場所へ早 く行 くことができれば

それだけ，関係者にとって望ましいこ

となのです。」 この母親は，自分が神'

のみもとに行 くにふさわ しい生活を し

てきたと考えて，心に慰めを得たので

ある。神のみもとに行 くことこそ，永

遠の生命を享受することなのである。

それゆえ，この地上で私たち一人一

人に与えられた貴重な時間を，1分 た

りとも無駄にせずに有効に使うことは，

極めて大切なことである。私は自分自

身の家庭に起 きたことから，このこと

を強 く心に刻み込む機会があっだ6あ

る若い母親が，かわいらしい亜麻色の

髪をした6歳 の娘を祖母のもとへ連れ

て来た。母親は私たちに，娘がプライ

マリーのクラスで習 ってきたばかりの

美 しく，新 しい子供の歌を聞いてもら

えないか量 と尋ねた。その母親が伴奏

をし，かわいい娘は歌い出した。 、

，「神め子です 私やあなた

1、いろんなお恵み 感謝 します

，神 の子です 私やあなた
・御 言葉正 しくわかるように

、1神の子です 私やあなた

み：こころ行ない また天に住む

(ゴ ー ラス)

私 を助 けて.導 いて

いつかみ もとへ 一行 けるよ うに。」

(子 供 の歌B-76)

.て れ を聞 いていた祖母 は，涙を流 し

ていたσ この とき，『祖父母 は何 も気づ

いて はいなか った。『その母親 は，かわ

いい娘 に，天の家へ帰 るに必要な こと

が らを十分教え る機 会を持たず に間 も
'なく死の訪れを受 けるはずで あ

ったの

で ある。 この無常の人生 の間中， 「私

を助 げて導いて」 とい う子供 の切な る

祈 りに答え てや る責任 を，他 の人々 に

委ね るほかなか ったのであ る。

も し私 たちが，天 父な る神 との神聖

な関係をは っきりと感 じ取 り，また救

い主に レて長兄 であ るイエス ・キ リス

トとの関係， さ らには，私 たちお互 い
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の間の関係を感 じ取 るな らば， その結'

果 には，極 めて大 きな差が生 まれ るこ

とで あ ろう。

私 が病院で会 ったあの素晴 らしい姉

妹 に もた らされた荘厳 とも言え る心 の

平 安 とは対照的 に，死が近づ いて もそ

の大 きな慰めを得 ることので きない人

々の恐 ろ しい有様 を，主は次の ように

簡明な言葉で述べ られた。 「また， わ

れ にあ うず して死ぬ る者 は 禍 な る か

な。そ は，死 は彼 らにと りて苦 けれ ば

な り。」(教 義 と聖約42：47)

次 の よ うに言 ったのは， ジ ョージ ・

バー ナー ド ・シ ョー5で あった。 「も

し私 たちが皆， 自分た ちは同 じひ とり

の父親 の子供 なんだ， とい うことを認

識 したな らば，今 のよ うにお互 いをの

の しり合 うこともな くな るであ ろ う。」

「……この世に先立って，現世のた

めに自らのなした備え以上の大いなる

召しに予任された人々が大勢いる…。」

この説教 を終 え るにあた って，私 は

あなたたち一人一人 が， そ してかつて

このような勧告 を耳 に した ことがなか

った人 々が，何か心 の中 に穏 やかな気

持が湧 き上 が るのを感 じ， さらに， 自

分 は何者 であ るのか， どこか ら来たの

か とい うζとを考 え る糸口で も与え る

ことがで きた ものと信 じている。 そ し

てまた，その ように考えた後，今か ら

一層 自尊心を高め
，天来の霊の住む神

の宮，すなわ ち自分の 肉体 に敬意 を払

い始め る決 心が心の中で脈 々 と湧 き起

こるよう，心 か ら望 んで いる。 私が あ

なたた ちに勧 め ることは， プ ライ マ リ

ーで子供 たちに教 える歌 の よ う に
，

，「神の子 です。私 や あなた」 と再三再

四，常 々，心の中で 自分 に言 い聞かせ

ていて欲 しい とい うことで ある。 そ し

て， その理想 に一歩 で も近 づいた生 活

を，今 日，始 めて いただきたい。 この

理想 に従 えば， 自分が何者 かを常 には

っき りと自覚す る ことが で きる。従 っ

て人生 は， もっと幸福で，豊か な もの

とな る ことであ ろう。'

神 よ，願 わ くば，今 日 ここに集 う人 々
畳が皆
，尋常 の人 間と しての私 たち幹部

ではな く，神 のみ もとか ら来 る神聖 な層

もの に目を向 けた生活 をお くることが

で きるように。人 の進 むべき道 を踏 み

誤 った人 々の行末を考 えるとき， その

人 々が心 に強 い決心 を して，一歩一歩

着実 に，，永遠 の生 命 という大 いなる目

標 に向か って歩んで くれ るよう，切 に

祈 ってい る。 また私 自身 も，模範 と言

葉 とによ って，私ので きる限 り最上 の

ものを人 々に示 して，私 の務 あを果 た

したい と，心 か ら祈 ってい る。

私 は ここに再 び，悲 しみ に くれて い

たマル タに主 が言 われた， あの深遠な

御言葉が真実 であ ることを慎んで証す

る。 「わた しはよみがえ りで あり，命

であ る。 わた しを信 じる者 は，た とい

死 んで も生 きる。」(ヨ ハ ネ11：25)

私 もまた， みたまの導 きのまま に心

底か ら証 を述 べたあの マル タと同 じ気

持 を もって証 で きることを神に感謝 す

る'。

"「 主 よ
，信 じます。(私 もまた)あ

な たが， この世 に(来 られた)キ リス

ト，神の御子で ある と信 じ て お り ま

す 。」(ヨ ハ ネ11：27参 照)

世 の救 い主 に して キ リス トな る，主

イエスのみ名 によ り申 し上 げる。 アー

メ ンo

1.ジ ョ ソ ・フ レデ リッ ク ・ウ ィ リア ム ・ハ ・一

シ ェ ル 卿(1792-1871)英 国 の 科学 者 。

2.サ ミュ エ ル ・ス マ イ ル ズ(1812-1904)ス

コ ッ トラ ソ ドの 伝 記 作 家。

3.ヨ ハ ソ ・フ ォ ソ 。シ ラ ー(1759-1805)ド

イ ツの 詩 人 ， 劇 作 家 ，批 評 家。

4.マ ク ドガ ル(1871-1938)ア メ リカ に 帰 化

し た英 国 人。

5.ジ ョ ー ジ ・バ ー ナ ー ド ・ シ ョ ー(1856一 「

1950)ア イ ル ラ ソ ドの 劇 作 家 ， 批 評 家 。
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!女 性 の 役 割 ノ

第 一 副 管 長

N・ エ ル ドン ・タ ナ ー

私は今朝，全世界の皆様方に，イエ

スがキリス トであり生ける神の御子で

あられることを，また私たち全人類の

ために自らの命を供すべ ぐこの地上に

来 られたことを証申し上げたい。イエ

スは生命と救いの計画を示 されたが，

十字架上ではりつけに処せ られた。 し

か し，その主の復活により私たちは永

遠 の生命を亨受することができるので

ある。神の予言者は常に迫害 され，多 レ

くの者は主の御言葉を教えているとき

に命を奪われている。 このことは心か

ら真剣に思いめぐらしてみなければな

らないごとでばなかろうか。

まだ私は，主の教会が，完全な福音

.と共に主により選ばれたひとりの予言

者を通 して この地上に回復 されたこと

を証申し上げたい。また・イエス ・キ リ

ス トの教会が今日この地上に存在する

こと，そしてイエスが，生ける予言者

ハロル ド・B・ リーを通 してその教会

を導いておられる こ とを 皆様に証す

る。私 は世界中いたるところにいる人

々が，全人類 の救い6た めにその予言

者の声をも『って語 られる主 の 言 葉 に

耳を傾 けるよ う∫切に求 め た い と思

う。だれもこれを無視 したり，嘲笑 し

たり，論破 したりしてはならないので

ある。

きょう私 はこの教会における女性の

役割についてお話 したい。教会には，

主の御業と同胞への奉仕に携わる妻，

母，独身女性からなるすばらしい女性

たちがいる。彼女たちは，婦人の主た

る組織である扶助協会や，子供たちが

学ぶ初等協会や，全教会員が福音を学

ぶ日曜学校や，青少年，成人が活動を

行ない交流を深めるMIA， ミューチ

ュアル ・インタレス ト，その他 さまざ

まな場にあって，献身的に立派な奉仕

を行なっている。

先日，数人の人 と事務的な話をした

あとで， くだけた個人的な話になり，

ある人が こう言った。 「私の妻は世界

一すばらしい妻ですよ。」ーすると別の

人が言つた。 「それはあなたのお考え

で，私は自分の妻が最高だと思います

よ。」そ して3番 目の人はこう言った。

「大きな祝福ではないですか。相愛の

妻がいる。それ も良い母親で，良い主

婦で，高い理想を持って，神様を信 じ

て，自分の家族がイエス ・キリス トの

福音の教えに従うように，助けて くれ

る。」

女性にとって，夫か ら愛 と感謝のこ

のような賛辞を受けること以上に，大

きな名誉があるだろうか。神に認めら

れ，最 も身近な最愛の人々の口から愛

と感謝の言葉を聞 くことに比べれば，

世の賞賛も尊敬 も影は薄 く，微々たる

ものである。

神は時の初めか ら，女性が特別な存

在であることを明確にし，女性の立場

義務，神の計画における将来を，非常

にはっきりと説明された。パウロは，

男は神のかたちであり栄光である。女

は男の光栄である。主にあっては女な

しには男はないと言 った。(1コ リン

ト11：7，11参 照)こ の大切な協力者

という関係において，神のことが述べ

られているのにお気づきであろう。私

たちは，女性の持つ特権，祝福，機会

のうちで最大のもののひとつが，神と

協力して神の霊の子供を世に送り出す

ことであることを決 して忘れてはなら

ない。

サタンとその群勢が科学論争やふら

ちな主張を使い，女性を妻として，母

として，主婦としての第一の責任か ら

おびき出そうとしていることは，この

栄えある教えを理解するすべての人の

憂慮のまとである。私たちは，女性解

放，女性独立，層性の自由化， 産 児 制

限，堕胎，その他女性の役割をおとし

める悪 らつな主張を非常に多 く耳にし

ているが〉それ らはすべて，女性は言

、うに及ばず，.社会の根底を成す家庭と

家族をも崩塊 させようとのサタン：の策
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略である。

効果ある武器 としてラジオ，テレビ，

雑誌があり，そこではポルノグラフィ

ーが氾濫 し，女性が性のシンボルとし

て，ある人々によれば性の食い物にさ

れ，いやしめられている。毎 日のあか

らさまな服装や幻覚剤やアルコールが

強力な武器 となって，徳や純潔や生命

までがむしばまれてい く。コミュニケ

ーションの手段が近代化し，輸送機関

が高速化した現在，そのために世界中

で一層多 くの人がさらに多 くのことを

見聞きし，悪影響が急速に浸透 してい

く。
・ポルノグラフィーや幻覚剤やアルコ

ールが，驚 くべき数にのぼる青少年，

成人に使用され，道徳観を くつがえ し

さらにはこの悪魔の策略に負ける人々

の精神や心を退廃 ざせている。

ブリガム ・ヤング大学のダリン ・オ

ークス学長は最近同大学の全学生にこ

う語った。 「私たちのまわ りには，不

義の性関係を唱道する文学が，印刷物

や映画の中に氾濫 している。あなたが

た自身のために，それを避けなさい。

ポル ノグラフィーや狽せつな本や写真

は，汚れた食物よりもまだ悪い。身体

には良 くない食べ物を排泄する作用が

働 くが，頭 脳は悪いものを吐き出しは

しない。いったん記憶さ'れると，それ

はいつ も記憶の底にあって，邪な考え

が脳裏に浮かび，人生の健全な物事か

らあなたをそらしていくのである。」

教会の若い女性がそのような'汚れに

染まらずにいることは非常に大切であ

る。きょうの少女はあすの婦人である。

少女たちが女性の役割について備えを

なす ことが必要である。庵 し現在，少

女たちが家庭で貞節を教わらず道徳的

に堕落 して，またもしその子供たちが，

結婚の神聖な律法に基づいて聖められ

た家庭の中で育たなからたならば，世
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の中ははたしてどのようになるか想像

できるだろうか。

結婚は神によって定あられた。それ

ゆえに私たちはあらゆる機会を捕えて

結婚の絆を強め，家庭を強め，身を修

めて模範により子供たちに神の道を教

えなくてはならない。 これこそ， この

世でも来たるべき永遠の世でも幸福を

見出すための唯一の方法である。

女性には，妻，母，主婦，姉妹，良

き隣人 として数々の義務 と責 任 が あ

る。.一方多 くの女性が才能，興味，創

造性，献身，活力，技能などを家庭外

に求めているが，実はこれら女性の責

任はすべてそれらの必要を満たし得る

のである。女性がそれらの役割の中で

及ぼす良い影響をはかり知ることはと

うてい不可能である。女性の持つ大事

な責任をこれからあげてみ よ う と思

う。

まず何 よりも，先ほど述べたように，

女性は神と協力 して霊の子供たちを こ

の世に迎える人である。これは何とす

ばらしいことであろうか/こ れにまさ

る栄誉はない。その栄誉に伴って，子

供を愛 し，育て，市民としての責任と

天父のみもとへ帰るたあの道を教える

という非常な責任が課せ られるのであ

る。子供たちは，イエス ・キ リス トの

福音とイエス ・キ リス トの教えを受け

入れ，守ることを，教わって理解 しな

くてはならない。彼 らが人生の目的を

知り，なぜこの地上にいる'のか，死後

どうなるのかを知るな らば，正義を選

び，サタンの誘惑と攻撃とを避ける分

別を持つことであろう。サタンは実在

し，彼らを滅ぼそうと機を 伺 って 『い

る。

子供 にだれよりも大きな影響を及ぼ

すのはその母親である。母親は，自分

の言葉 と行ない と受け答えと態度のす

べて，外見と服装までが，子供たちや

、》'

家族の生活に影響を与えることを承知

すべきである。子供が態度や希望や将

来の人生 と社会に対する貢献を左右す

る信念を，母親から学び取るのは，家

庭にいる時である。

ブ リガム ・ヤング大管長は，母親 は

神の御手にあって働 く器であり，男性

の全身全霊 に力を吹き込み，人と国の

現在，将来を導 く道具であるとの考え

を述べた。彼はさらに言った。 「どの

国の母親にも，子供 にいさかいをしな

いように教えさせなさい。そうすれば

子供たちは，成長 し準あかつきに戦争

を始めるようなことはしないだろう。」

(1万soo%7sθsoヅB7ゴ9加 勉y∂ 観9

「ブリガム ・ヤング説教集」 〔英文〕

P.199)

主なる神が 「人がひとりでいるのは

良 くない。彼のために，ふさわしい助

け手を造ろう」と言われた時，主は文

字通りそれを意図 して，アダムにイブ

を与えられた。(創 世2：18)私 たち

は，男は父母のもとを離れて妻と結び

あい，ふた り一体となるべきであると

教え られている。夫婦の間の関係が こ

のように説明されているのである。(創

世2：24)立 派な男性のかげには必ず

立派な女性がいると言われているが，

経験か ら見ると，それはおおむねあた

っている。

会社の幹部が社員を雇い入れた.り」.

新肇業の担め蕉経験蓋を墓集する際に

必惣i藪 嬉蝉 を灘 ようと

す砥 階ζ灘 あゐLことである。

これは実に大切なことと墨ね滋る息教

A"・ 弐 、 けよう

とい う が しい
'て し》

るか に
'紅 る か

.

ど惣 はて必憩三老：慮盛血，るρ

女性の皆様，あなたがたは日常，男

性の大きな力となり，支えとなってい

・る。男性は力の及ばない時1とあなたが





離
騰 ・

たの援助を必要 とすることがある。自

分の母や恋人や妻が自分を信頼 し，愛

していると知ること以上の励ましや希

望や力はない。そのような時，男性ほ'

毎日その愛と信頼に応えようと努力す

るであろう。

ビュー・B・ブラウン長老はある時，

扶助協会の大会で このように語 った。

「女性は男性に劣ると言いたがる人々

がいるが，私はそうは思わない。体力

的には劣るかもしれないが，霊的，道

徳的，宗教的，また信仰において，福

音に真実改宗 した女性にどの男性が匹

敵 しようか。女性は男性よりも犠牲心

に富み，辛抱強 く苦 しみに耐え，熱心

に祈る。快活さ，善良さ，道徳性，信

仰において，女性は男性 と互角か，時

には男性をしのぐ。」(扶助協会1965年

9月26日)'

若い女性の皆様，兄弟や恋人に及ぼ

す自分の影響を軽 く見ないように。あ

なたがたが彼 らの愛 と尊敬に価する生

活をする時，それは，彼 らが清 く，徳

高 く，成功 して幸福になろうとする大

きな助けとなるのである6人 気よりも

尊敬によって こそ，人生の妙味を会得

できることを，いつも忘れてはならな

、い『.年日私 は1ベ トナム戦争 で捕虜 と

なったふたりの青年の会話を本で読ん

魁 ひ とりは・ 「戦争も爆撃機も殺り
層
二ぐも捕 虜収容所 も，何 もか もみんない
'へやだ
」 と言 った。、

す ると もうひと りは， 「本 当にその

・通 りだ
。 しか し故郷 には帰 りを祈 って

くμζガ」ル フ レン ドが いる。彼女 は

.』ほ く のことを心配 して くれる。彼女 の
グ
，：蓄か げで，殺 ばつな ことに も耐 えてい

られるんだ」 と言 った。
'母
たち，眼 たち， そ してすべ ての女

性 たちに特 に申 し上 げたい。 あなたが

たには，私 たちの生活 に良 い影響 を及

ぼす力 と大 きな可能性が ある。 サタ ン
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があなたがたを滅ぼそうとね らってい

るのは，正にその理由によるのである。

サタンに妥協 してはならない。あなた

がたは主の願い通 りに正 しく清い生活.

を しよう、という決意 と希望 と，勇気 と

力を持たなくてはならない。若い女性

の皆様，徳高 鵡身 を清 く保ちなさい。

清い生活をする立派な青年にふさわし

い者 となり，、共に主の宮居に行 って今

も永世にも結婚の聖なる絆に結び固め

られ，神が喜んで霊の子供たちを送 ら

れる良い家庭を築けるように。そうし

た時に， 自分の模範に従えば幸福 と永

遠の進歩を得 られると確信 して，胸を

張 って子供 た ち の前に立てるであろ

う。子供たちはその遺産を受け継 ぐ権

利がある。あなたがたがそのような生

活をして，尊い財産を子供たちに伝え

ることができるように，へ けくだって

祈るしだいである。

地球創造の究極の目的は，神の霊の

子供たちが肉体をまとって生活し，第

二の位を保 って救いと昇栄の用意をす

る場所を作 ることであった。イエス ・

キ リス トの使命の究極の目的は，人に

不死不滅 と永遠の生命をもたらすこと

であった。父たる者，母たる者が究極

の目的 とするところは，その祝福にふ

さわしい生活をして，父なる神と御子

イエス ・キ リス トの御業を援助するこ

とでな くてはならない。その神の計画 ・

を手伝 うことは，女性 に与えられる最

高の栄誉である。断言 したい。遡 。

一 職業.
急一 ，、を。
そ に・ て 汽二 す

る甑.

主は，私たちがこの神の計画の中で.

自分の分を果たすならば大 きな祝福を

与えると約束 ざれた。合衆国第31代 大

統領ハーベー ト・ラーバーはこのよう

に語った。.「ただの一世代でも，.子供

たちが正 しく生 まれ， しつけられ，.教'

育された健全な時代があったなち，何

千という政治問題が消え失せたであろ
・・
，う。より健康な精神 と活気にあふれた

肉体が保証されて，，私元ちのエネルギ

ーをよU高 い目的に向けることができ

たであろう。」(デ ビッド・0・・マッケ

、イ大管長↑大会報告」・より引用，1931

年4月 〔英文〕『P.79，80)

この末 日にイエス ・キ リス トの建て

られた教会があり，そこに神の予言者

がいて，人の子 らのために神から啓示

と指示を受けているとは，何 と幸いな

ことであろうか。私たちは神が感情，

感覚，体を有 しておられること，また

神の属性 と個性を知 るという恵みに浴

している。生命 と救いの計画を与えら

.れ， こ⑱世でも来たるべき永遠の世で

も幸福を得 るにはどう生 きるべきかに

ついて，断えず導 きを受けている。ま

た，物的.霊 的福祉に関 したすべての

事柄を教え導 く種々の組織がある。

教会の最 もすばらしいプログラムの

ひとつは，週に1回 家族全員が共に集

う家庭の夕べと呼ばれるプログラムで

ある。月曜 日ごとに世界中全教会員の

家族が各々家庭に集まり，でき得れば

家長の父親が家族をまとめ，周到に編

集 されて教会員の各家庭に配布 された

テキス トを用いて，家族の霊的，物質

的な福祉に関する諸問題を話 し合って

いるさまを思いめぐらすと，私の胸は

躍 るのである。 この集まりを定期的に

正 しく行なうと，家族の一致にとって

はか りしれない力 となる。それは， こ

れまで私共に寄せられた多 くの証が証

明 している。私はあらゆる家族がこの

プログラムを行なうようにお勧めした

い。 このプログラムを実行するならば 『

げ致 と愛 と献身において豊かに祝福 さ

れ，そしてすばらしい実 りを刈 ること



ができると私ははっきりお 約 束 で き

る。 もちろんのこと，毎日家族の祈り

と個人の祈 りを行なうように，この夕

べに家族の祈 りを捧げることが大切で

ある。

夫が宗教を実践 して神権の召 しを全

力を尽 くして遂行 し，妻が手立てを尽

くして夫を支える，愛と一致のある家

庭，天父の御前に連れ帰るべ く正 しい

息子，娘を育てようと，夫婦が一致 し

て努力する家庭ほどにうるわ しい もの

を，私は思い浮かべることが で き な

いbこ れは実現不可能な夢のように聞

こえるかもしれない。 しか し， この教

会にそのような家族がたくさんあるこ

とを，そ してイエス ・キリス トの教え
'を受け入れ

，教えに従 うならば，だれ

にでもそれが現実となり得ることを断

言できる。そゐような家庭に育つ子供

はいかに幸せであろうか。そめような'

子供たちを持つ親の喜びはいかに大 き

いであろうか。

繰 り返 し申し上げる。測2よ 姑2_私

た一 是

るのを妨げようとしている。決 して忘

禅の巣え一 念る。

鰻L一.愁 集塾輩 暉膿 媚 を

一砲互て，、私たちからすばらしい将来をが ちヒゆ ごヤ 　　 ゆて　 　は　ぬゆゆロ

奪おうとす弓サタ：イを阻↓套一する用意を

しな くてはならない。知識 と知恵 と決

れ ては衣 うない こ

・ 一 　 ∴0浸 、

こ に そ .

ンは

実在⊥一 としてい

る甑;一 の重

要態 と一 しヱ訟Lる。

躍 娘_ζ 紅ま薫魚塞朋4)訟 てが

難 ぬ盈ぬ 嬉点忽雛 ある」いは
衰退してきたことを承知してい登Ω私

左義は畿 逃出2談 よぬ福音の原則

を艶 為モ駄 聾.蟻 惣雛 え一るこ
と.によ、つてし家庭を茸ゑ之力義ら守■るこ

.とがで藻る載，一 必ず

や迫黛来ゑ透盛糞撃辱芝登三ねができ

る④獄ある。

.難 儀蜘k彙 戴 愛亘て・

知恵と知識糞得，、母雛 弓Lき受

一 魏ζち.はξ

断と血 なちゑ助姓 る主aみ 元まによ

って，鯉 ミで意惹のしで，ある。・

私たちはまた，女性も社会的行事や

教会の補助組織活動に活発に参加すべ

きであると信 じるが，それで もなお，

家庭と子供を優先すべきこと，決 して

おろそかにしてはならないことを常に

心する必要があろう。母親は，子供を

愛 し，子供のためを思い，子供の一挙

一動を心にかけていることを，子供た

ちに感 じさせなくてはならない。 これ

はほかのだれにもまかせ られないこと

である。母親の世話 と愛を十分に受け

る子供が母親の愛を受けられない子供

や別の人のそばで育つよりもあらゆる

面で進歩の早いことは，数々の実験や

研究で証明されている。

父親たちもまた， 自分の役割 と責任

を引き受けな くてはならない。子供 に

は両親が必要である。家庭内で，父親

は母親 と共に子供たちを育てることに

伴 う義務を果たし，年長の子供を正 し

くしつけ，問題がある子供や助言と指

導を求める子供 の良き聞き手となるべ

きである。愛によって，子供たちと良

い関係を築き，心を通わせる道をつけ

なさい。

すべての夫，父親，息子，兄弟たち

にお勧めしたい。抱いている大きな愛

と尊敬を実際に表わし，私たちの妻，

母，娘，姉妹，恋人である人々にふさ

わしくなろうと努力 しなさい。女性に

対 して尊敬に欠ける行為を見せたり，

女性をいやしめる言動をとることは，

何よりもその男性の人格の貧しさと礼

儀のなさを示すものである。夫 や父た

る人々が独裁者 となって，妻 より優れ

ているという態度を何かの形ででもと

ることは，キ リス ト教徒 らしくない神

の不興を呼ぶ不当なやり方である。

り」大管長は ドイツの ミュンヘンで

開かれた地区総大会でこう語 った。

「もしあなたがた夫が，主の御業の中

で自分にできる一番大事なことが自分

の家庭の中にあることを忘れないなら

ば，……家族の絆を固 く保ち続けるこ

とができる。家族の絆を固 くし，子供

たちのことを心にかけようと思うなら

ば，家庭という場を，子供たちが混迷

と苦悩の時代に必要な錨を下ろす場，

愛が豊かに満ちて喜びが増す確固たる

場 にすることである。」

女性たちが家庭と家族の大切さを認

識 し，夫 と共に神の戒めを守 り，生み，

ふえ，地に満ちて，自分を愛するよう

に隣…り人を愛 し，子供たちに祈ること

と，主の前に正 しく歩むこととを教え

る時，彼 らの喜びは増 し，恵みに恵み

が加わってあふれるばかりになるであ

ろう。

これらの恵みは，この生 き方を拒む

人々の決 して知め得ない喜び，すなわ

ち健康で幸せな子孫を得 るという喜び

である。立派に成功 し，やがては中心

となってまだ生まれ出ない世代のため

により良い世界を作ることのできる子

供，そのような子供を育てあげること

には，平安と満足がある。』塾L

御前魔 り訊_、一

やった … と一 に重 で.↓.

(マ タ イ25：21)と 言 われ るよ うに，

従llと ・ に よ ， そ の'な 、

一 ばしい

_一 魚る.うかo

それが私たちの特権，祝福となるこ

とを，イエス・キリストの御名により

お祈り申し上げる。アーメン。
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1973年10月7日 日曜 日午後 の部 における説教

報 い ， 祝 福 ， 約 束

十二使徒評議員会会長

(現大管長)

スペ ンサ ー ・W・ キ ンボー ル

次の話は，合衆国東部で，ある宗教

雑誌を主宰 しているロイ ・H：・ステ ト

ラー氏の書いたものである。

「リバデアにあるクリミヤ城の外で

の出来事であった。城は一面にライ ト

が当たって，明るく照り輝いていた。

ひとりの兵士が，まるで物差でで も測

ったかのように規則正 しい歩調で巡視

を続け，その城の警備にあたっていた。

その城の中では，世界各国か ら人が集

まり，非常に重要な会合が開かれてい

たのである。その兵士は自分の任務に

非常に誇 りを感 じている様 子 で あ っ

た。一体どこの兵士で，自分が三巨頭

の集う重要な会合で警備をする任務が

あったということを，自分の孫子に話

してあげたいと思わない者がいるだろ

うか。

すると突然，まるで幽霊のように，

ひとつの人影が現われて，城の入口に

通 じる道を進んで来た。人影が近づい

て来たので，歩哨は大声で叫んだ。

『止まれ/だ れだ。ここへ来て，名

を名乗れ。』 こう言 うと，歩哨は素早

く肩から銃をはず し，緊急事態に備え

てさっと構えた。

すると， 『この城の中にいる人たち

と話が したいのですが』という声があ

った。

rばかばかしい。』 歩哨は思わず叫

んだ。 『城内は立入禁止だ。お前は，

この中で全世界の将来を決あるために

三巨頭が会談 していることを知 らない

のか。だれであっても立入禁止だ』

『あなたは，三巨頭 とおっしゃいま

したね。なぜその3人 の方を三巨頭 と

呼ぶのですか。』
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『それは，その3人 が全世界を どう

治 め るか決 め る人だか らだ 。』

す るとその男は，真 剣なまな ざ しで

.歩哨の方 を見た。その 目が明 る く輝 い

た。 『だか らこそ，私 はその3人 に会

わなければな らないのです。私 は3人

を助 け ることがで きるのです。私 には

計画 があ ります。 もし彼 らが私の計画

を取 り入 れて くれ さえ した ら，その計

画 は見事 に功 を奏 し，世界 に平和 を も

た らすはず です。』

これを聞いて，兵士 は笑 い出 した，

『さあ， さあ，帰 りな。 お前 さんは信

任状 も何 も持 ってないだ ろう。』

『信任状 ですか。 多分， ここにはあ

りませ ん。』 こう言 うと， その男の人

は軽 く手 を上 げて会釈 を し，帰 ろ うと

した。 その とき歩哨 は， その人 の手 の

ひ らにひ どい傷跡が あるのを見 て とっ

た。 そ して もう一方 の手 を見 る と， そ

こに も傷跡が あ った。

『お前，戦争 に行 っていたのか 。』

歩哨 は少 して いねいに尋 ねてみた。

rお 前 さん，両手 にす ごい傷跡 が ある

じゃないか。』

男 は振 り返 って，答 えた。 『この傷

には気 づかない と思 っていま した よ。

いや， いや， この傷 は戦争 で受 けた傷

で はあ りませ ん。』 これだ け言 うと，

突然姿 を消 した。 まるで暗やみの中 に

溶 け込 んでい っだよ うで あった。

歩 哨は， その男の後 ろ姿を じっと見

つめていたが，やが ては っと気 がつ き，・

驚 いて叫んだ。 『俺 はあの御方 を知 っ

ていたはず だ。 あの御 方を中 に入れ さ、

え していた ら……。』 これだ け言 うと

歩 哨は驚 きと落胆 の あま り，へ なへ な

とその場 に くずおれて しま った 。」

この御方 こそ，世 に住 む あらゆ る人

々に祝福 を もた らして下 さった御方で

あ り，次 のよ うに語 られた御方 で あっ

た。

「『汝 の手 と足 にあ る傷 は何 ぞや』と。

その時，彼 らはわれの主 な ることを知

らん。 そはわれ彼 らに向いて 『この傷

は，わが友 の家 にあ りて得 たる傷 な り。

われ は挙 げ られ た る者 な り。十字 架に

つ け られ たるイエスな り。 われは，す

なわち神 の子 な り』 と言 えばな り。」

(教 義 と聖約45：51，52)

人 生 が報 い と罰 の時であ ることを心

に留 め， き ょうは しば ら くの間，その

積極的 な面 につ いて考 えてみよ うと思

う。従順で あるが ゆえに主 か らもた ら

され る報 いにつ いて であ る。

「さて， イエスが ガ リラヤの海 べを

歩 いて お られ る と， ふた りの兄弟， す

なわ ち， ペテ ロと呼 ばれたシモ ンとそ



の兄弟 アンデ レとが，海 に網 を打 って

いるのをご らんにな った。彼 らは漁 師

で あった。

イエスは彼 らに言 われた， 『わた し

につ いて きなさい。 あなたがたを，人

間 を とる漁師 に して あげよ う。』

す ると，彼 らはす ぐに網 を捨 てて，

イ エスに従 った。」(マ タイ4：18-20)

さ らに，ふ た りの兄弟，す なわち，

ゼベ ダイ の子 ヤコブとその兄弟 ヨハ ネ

とが主 に従 った。

こう して，2組 の兄弟が，主 イエス

・キ リス トの使徒 となったので ある
。

確 か に，主 の使徒で あるとい うこと

は，人類 にもた らされ るあ らゆる祝福

の うち，最大の祝福 のひとつで ある。

また同時 に，名誉で もある。 ち ょうど

30年 前 の き ょう，1943年10月7日 のほ

ぼ この時刻，私 は ヒーバ ー ・J・ グラ
'
ン ト大管長 の足 下 にひざまず き， イエ

ス1キ リス トの使徒 に聖任 され たので

あ る。

教義 と聖約 の第76章 の啓示 は示現 と、

呼 ばれ， この中に は数々の祝福が約束

されてい る。

「すなわ ち，か く誠 命を守 ることに

よ りあらゆる彼 らの罪を洗 い潔 め，聖 』

霊 を授 くる権能を結 び固 め られ按手聖

任 せ られた る者 の按手 によ りて聖霊 を

受 けんた めなりご

而 して， これ らの者 は信仰 によ りて

打 ち勝 ち，御父が正 しく且 つ真実 なる

者 に皆注 ぎたもう約 束 の 聖 き 「みた

ま』 によりて結 び固 め らる。

而 して， これ らの者 は 『長子』 の教

会員 に して，

御父 はこれ らの者 の手 にす べての も

の を与 えたまい，

また，彼 らは御父 の無上完全 と御 父

の栄光 とを受 けたる祭司 に して， また

王 たるな り。

而 して， エ ノクあ神権 に等 し く， ま

た神 の生 みた もう独子 の神権 に等 しか

りしメル ケゼデクの神権 に等 しきい と

高 き神 の祭司 なり。

この故 に彼 らは誌 された る如 く神々

に して，す なわちまた神 の子 な り。

この故 に，す べての ものは皆 彼 らの

ものな り。生 ける も死ね るも，現 在の

もの も，はた未来の もの も皆 然 り。す

べては彼 らの ものに して，彼 らはキ リ

ス トの もの， キ リス トはまた神の もの

な り。

この故 に彼 らはすべての ものに打 ち

勝 たん。」(教 義 と聖約76：52-60)

「神は私たちを完全な者にまで引き

上げるために，完壁な計画を立てて下

さった。」

「これ らの者 は神 とそのキ リス トと

の御前 に， いつまで も限 りな く住 まわ

ん。

これ らの者 は，正 しき者 の復活 に出

で来 らん。

これ らの者 は，新 しき誓約 の仲保者

にして而 も自 らの血 を流 して この完 き

瞭罪 を為 し遂げ たるイエスによ りて完

くせ られた る義人 たちな り。」(教 義 と

聖 約76：62，65，69)

「イ エス はガ リラヤの全地 を巡 り歩

いて，諸 会堂で教 え，御 国の福音 を宣

べ伝 え，… …お いや しになった。

こう して， ガ リラヤ……か ら， おび

ただ しい群衆が きて イエスに従 った。」

(マ タ!f4：23，25)

「イ エスは この群衆 を見て
， 山に登

り， ……弟子 たちが み もとに近寄 って

きた。 そ こで， イエスは口を開 き，彼

らに教 えて言 われた。

『こころの貧 しい人 たちは， さいわ

いで ある，天 国は彼 らの ものである。

悲 しんで いる人 たちは， さいわいで

ある，彼 らは慰 め られるであろ う。

柔和 な人 たちは， さいわいであ る，

彼 らは地 を受 けつ ぐであろ う。

義 に飢 えかわいている人 たちは， さ

いわいである，彼 らは飽 き足 りるよ う

になるであろ う。

あわれみ深 い人 たちは， さいわいで

ある，彼 らはあわれみを受け るで あろ

う。

心 の清 い人た ちは， さ い わ い で あ

る，彼 らは神を見 るであ ろう。

平和 をつ くり出す人た ちは， さいわ

いであ る，彼 らは神の子 と呼ばれ るで

あろ う。

「主が約束されるときには，その約

束は必ず成就するのである。」

義 のために迫害 されて き た 人 た ち

は， さいわいで ある，天 国は彼 らの も

ので ある。

わ た しのために人 々が あなたが たを

のの しり， また迫害 し， あなたが たに

対 し偽 って様 々の悪 口を言 う時 には，

あなたがた は， さいわいで ある。

喜び， よろこべ，天 において あなた

がたの受 ける報 いは大 きい。…』」(マ

タイ5：1-12)

イ エ スの心 は，絶 えず，数々の祝福

で満 ち満 ちていた よ うに思え る。

予言者 ジ ョセブは，次の ように記録

してい る。

「またわれ らか くの如 く日の光栄を

見たれ ども， こは あ らゆ る点 に於て他

よ り勝れた り，すなわ ち此所 に於ては

神すなわ ち御父その御座 より永遠 に治

めた もうな り。

そ もそ も，父な る神の御座の前 には

すべての もの皆畏れ敬いて額づ き，永

遠に御栄を讃 め奉 る。」(教 義 と聖約76

：92，93)

そ して さ らに，

「され ど，神 の御業 は偉大 に して驚

嘆すべ く， われ らに示 され たるその王

匡1の奥義 はその光栄，勢 い，支配 の及

ぶ と ころ，如何 なる智 を以 て もこれ を

量 り知 るべか らず 。」(教 義 と聖約76：

114)

「ま た これ らの ことは，人 の言葉 に

よ りて知 ら す こ とを得 るものにあ ら

ず。 こは神 を愛 し神 の前 に 自らを潔 く

す る人 々に神 の与 えた もう聖 き 『みた

ま』 の力によ りてのみ， ただ これを見

これを悟 るべ きものなればな り。

神 はかか る人 が独 りこれを見 ， これ

を知 る特権 を与 えた もう。」(教 義 と聖

約76：116，117)

ま た，1832年 に与 え られた示現 とし

て知 られ る啓 示 は，次の ような言葉 で

始ま ってい る。
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「聞け，汝 ら諸々の天よ，地よ耳を

傾 けよ。喜へ，そこに住む者たちよ。

主は神にして，主の他に救い主なけれ

はなり。

主の智恵は偉大にして，その為 した

もうところは驚嘆すへ く，その御業の

終は誰 も知る者な し。

その企図は敗るることな く，またそ

の御手を止め得 る者絶えてなし。

永遠より永遠に主は同じにして，その

齢は尽 くることなし。

主かくの如 く言 う。主なるわれはわ

れを畏 るる者に恩恵 と憐みとを与え，

終 りまで義 しく且つ真実にわれに仕う

る者に誉を与 うるを喜ぶ者なり。

彼 らの得 る報いは大きく，その栄は

永遠なるべし。」(教 義と聖約76：1-

6)

主は，祝福を与えるときには，必ず

それを実現 して下 さり，主が約束され

るときには，その約束 は必す成就する

のである。1831年 に，主は次のように

縫 言われた・「主
，われ言いたることは，われ言

いたるなり。われ言い逃れせす。天地

は過ぎ行 くとも，わが言 は過 き行 くこ

となくして成就すべし。わが声にて言

な一 つな り。」(教 義 と聖約1：38)

主 の メ ノセージは，愛 と平和 で あっ

た。

また，主 は，御 自分か十字架 にか け

灘 熱 られるに先立って，弟子たちに心の準

謝 耀 羅 響 備を融 次のように言われた・
「わた しを信 じる者 は， またわた し

の してい るわ ざをす るで あろう。 それ

あ ろう。わた しが父のみ もとに行 くか

らであ る。」(ヨ ハ ネ14：12)

「イ エスの心 は，絶 えす，数 々の祝

幅で満 ちていたよ うに思える 。」

ゆ

次 に， アブ ラハ ムの話 を思 い起 こそ

う。3人 の人が， マ ムレの テレビンの

木のか たわ らにい るアブ ラハ ムの もと

薪 訪ねるくだりである・ このときアブ
ラハムは彼 らを迎 えて，地 に身 をかか

めた。彼 らは， 「あなたの妻 サ ラは ど

こにお られ ますか」 と尋 ね，次 のよ う

に言 った。

「『あなた の妻 サ ラには男の子 が生 れ

ているで しょう』。 サ ラは うしろの方

の天幕 の入 口で聞 いていた。

さて アブラハ ムとサ ラとは年 がすす

み，老人 とな り， サ ラは女 の月 の もの

か，すで に止 まって いた。

それでサ ラは心 の中で笑 っ て 言 っ

た， 『わた しは衰 え，主人 もまた老人

で あるの に，わた しに楽 しみな とあ り

え ようか ，』



主 はアブラハ ムに言 われ た， 「なぜ

サ ラは，わた しは老人で あるのに， ど

うして子 を産 む ことがで きよ うか と言

って笑 ったのか。

主 に とって，不可能 な ことが あ りま

しょうか。 ……サ ラには男の子が生れ

て いるで しょう。』」(創世18：9-14)

誠 に，主 に とって不可能 な ことは何

ひとつ ない。主 め約束 は，必 ず成就 す

るので ある。

1833年 に主 は数 々の約束を与 え られ

た。私た ちはそれ をどれ ひ とつ として

軽 々 しく考 えて はな らない。

主 は， 「さつ り くの天使 は……彼 ら

を過 ぎ越 して屠 ることなか るべ し」 と

言 われた。エ ジプ トで捕われて いた時

代 の記録 を思 い出す とよい。

また，健康 を受け るとも言われた。

す なわち，頑健 な体 力が授 け られ，そ

め骨 に髄 を受 け， そのへそに健康 を受

けるので ある。

そ して，一層偉大 とも思 える約束 が

次の ように与え られて いる。'「まだ智 ・

恵 と知識 の大い なる宝 ま ことに秘 れた

る宝を見出 さん。」(教 義 と聖約89：18

-21参 照)

これ ら一連 の祝福 は， これ らの言葉 ド

をおぼえ， かつ従 って歩むすべての人

々に与 え られるのであ る。

「もしあなたが たがわた しを愛す る

な らば， わた しのいま しめを守 るべ き

で ある。」 主 は絶えず人 々に この よう

に教え られた。(ヨ ハネ14：15)

海 面 で吹 き荒 れ る嵐 も深 い底 には決

して届 かない。同様 に，人生 の深 みに

到達 し，そ こで静寂の うちに神 の御声

を聞 く人 々には，揺 るぎない確信が あ

り， この確信 によ り種 々の難事の嵐の

中を平穏無事 に航海 で きるのであ る。・

美 しい約束 は数 え切 れない。聖典 を

ひ もと くこと， それ 自体 にすでに報 い

が あるよ うに思 える し，主 の戒 めに従

って生活 して いる証拠 と も思 えるので

ある。

またその ほか にも，厳粛 な約束が主

か ら与 え られた。

「(義の うちに生 きた者た ちは)瞬 く

間にその身変 り……∴ 。」(教 義 と聖約

101：31)

「汝 らこれ らの言 を聞け。見 よ，わ

れ は世 の救 い主 なる'イエス ・キ リス ト

なり。 これ らの ことを汝 らの胸 に しか

と銘 ぜ よ。汝 らの こころに永遠 の厳粛

な ることを銘 記すべ し。

汝 ら謹 みて，わが誠命 のすべ てを守

れ。」(教 義 と聖 約43：34，35)

ま た ，ほか にも祝 福が約束 されて い

る。

「そは
，わが時至 らばわれ審判 のた

め地上 に来 り， その時わが民 は瞭われ

て われ と共 に地上 を支配 すべ ければな

り。」(教 義 と聖約43：29)

詩 篇 に も，次 のよ うな祝福 が約束 さ

れて いる。

「地 と，それ に満 ちる もの，世界 と，

その なか に 住 む 者 とは主 の ものであ

る。

主 の山 に登 るべ き者 はだれか。 その

聖所 に立つべ き者 はだれか。

手 が清 く，心のい さぎよい者 ……こ

そ， その人 であ る。 この ような人 は主

か ら祝福 を受け， その救 の神か ら義を

うける。」(詩 篇24：1-5)

そ して，私た ちの この神権時代 には，

次 のよ うな大 きな報 いが約束 された。

「すべて われ によりて祝福 を受 けん

と願 う者 は， その祝福 を与 うるために

定 め られた る律法… …を……守 らざる

べか らず。」(教 義 と聖約132：5)

続 け て，主 は永遠の祝福 について述

べてお られ る。戒めを守 り，義 し く生

活 してい る人 々について，主 は次のよ

うに言 われた。

一「……彼 らは彼処 に置 かれたる諸天

使諸神 の前 を通 り過 ぎ，各 々その頭 に

結 び固 め られ たる如 く，各 々最高 の栄

に進むを得て あ らゆることに光栄 を受

くべ し。 この光栄 は最高完全 の光栄 に

して，永久 にその子孫 の続 く こ と な

り。

それよ り，彼 らは神々 とな るべ し。

彼 らは終 りなければな り。 ……それ よ

り，彼 らは神 々 とな らん。彼 らはすべ

て の権能 を有 し，諸天使彼 らに従 えば

な り。 ・・…・

も し汝 らこの世 に於て われ を受 け入

れなば，汝 らわれ を知 りて最高 の栄 に'

進 むを得ん，す なわ ちわが在 る とごろ

に汝らもまた在 らん。」(教 義と聖約

132：19，20，23)

主はイスラエルの子 らに次のように

語 りかけられた。 これは，今 日の私た

ちにも約束 されたものである。

「わたしはあなたがたを顧み，多く

の子を獲させ，あなたがたを増 し，あ

なたがたと結んだ契約を固めるであろ

う。

あなたがたは古セ)穀物を食縛耳 いる

間に，また新 しいものを獲iて，その古

いものを捨てるようになるであろう。

わたしは幕屋をあなたがたのうちに

建て，心にあなたがたを忌みきらわな
一いであろう。

わたしはあなたがたのうちに歩み，

あなたがたの神 となり，あなたがたは

わたしの民となるであろう。」(レ ビ26

：9-12)

また主 は，弟子たちのもとを去ると

き，次のような約束を与えられた。
「わたしは平安をあなたがたに残し

て行 く。わたしの平安をあなたがたに

与える。わたしが与えるのは，世が与

えるようなものとは異なる。あなたが

たは心を騒がせ るな，また お じけ る

な。」(ヨ ハネ14.：27)

これほど数多 くの祝福が与えられて

いるな らば，一体ほかに何を求めよう

と言 うのだろうか。 ここに述べたすべ

ての祝福と，そのほか諸々の祝福は，

進んで戒めに従った生活を し，誠実で

徳高い行動をする人々には，皆与えら

れるのである。

私は，神が私たちに条件つきでこれ

らの約束と，その他数多 くのよいもの

を与えて下さったことを証する。神は

御自分の真実の教会を地上に設立され

た。この教会こそ，その神の教会であ

る。神は私たちを完全な者にまで引き

上 げるために，完壁な計画を立てて下

さった。また，私たちを導 くために予

言者を与えて下さった。今 日，ハロル

ド・B・ リー大管長がこの王国の指導

者であり， この民の指導者である。ま

た， リー大管長は神の予言者である。

私はこれを知っている。以上のことを

イエス.・キリス トの御名により，・厳粛

に証申 し上げる。アーメン。
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病 の 祝 福

岩 下 能.栄
東京 ワー ド部

1973年3月,私 は,BYU在 学中に曲がって生えてきた親

知 らずがもとで舌癌となり,ユ タ州プロボにある教会の病院

で手術を受けました。癌 という病名をひた隠 しにする日本の

医師 とは違い,ア メリカの医師は,本 入に,あ なたは癌です,

生きる可能性は何%で,死 ぬ率は何%で すとハッキリと教え

ます。･医師がそのことを教えて くれたとき,私 の心は想像 し

ていた以上に平穏でした。私の心をそのように支えたものは

福音です。神様がいらっしゃるということ,私 たちの霊は永

遠に生きるということを知っていれば,ど のような状態に置

かれようとも恐 ろしい ものはないのです。福音があるという

ことは,私 たちの想像する以上に偉大な力であり助けです。

医師は私に,手術後少な くとも3,4年 は電話で応対するの

は無理であろうと語 り,私 がしゃべる能力がほとんど無 くな

ることを暗に示されました。けれども何 よりも私を励まし,

希望を持たせたものは,｢手 術後もあなたは話す能力を与え

られるで しょう｣と いうホーム･テ ィーチャーの祝福の中で

の言葉でした。そ匂てこの祝福 は,次 の様に成就されたので

す。手術前夜,七 十人最高評議員会会員のS･デ ルワース･

ヤング長老が,私 にいや しの儀式を して下さるために病院ま

でいらっしゃいました。彼が私の頭の上に手を按き祝福 し始

めたとき,つ ま先か ら頭のてっぺんまで強いふるえが私の全

身を走り,､それまでに感 じたことのない目に見ネない強い力

が,私 の癌を ぐい ぐい引張るのを感 じました。確かに,こ の

目に見えない強い力は,私 の癌を小さ くしたのです。翌日の

手術では,医 師が告げたほど切る必要がな くなっで い ま し

た。そしてこのことが会話無能力者 という運命か ら私を救っ

てぐれたのでした。

手術後は元気になりましたが,そ れか ら8ヵ 月後に病が再

発しました。.ちょうどその頃,私 は原因不明の耳痛 と発熱で

寝℃おり･BYUの ファ ミリ｢フ･ザ ーが･ ､いや しの蘭 を

しに来て下さいました。そ.の祝福の中で,私 は何回も｢神 様

は とて もあなたを愛 して い らっしゃいます｣と 言われ,｢愛

してい らっ しゃるか らこそ,こ の様 にあなた に試練を与 える

のです。絶 えず祈 りなさい｣と 言 われま した。 そ して この祝

福 を受 けた とき,私 は,そ れがただの病気で はないことを悟

りま した。 それ と同時 に,ず いぶん前 か ら知 って いたつ もり

で したが,｢試 練｣と い う言葉 を あ らた めて心 に強 く感 じま

した 。信 仰め道 とは何 と厳 しい もので しょうか 。それか ら3,

4日 して,私 は医師 か ら,癌 が再発 した ことを知 らされま し

た。私 はす ぐに帰 国 しま した。帰 国す る前夜,か つて カ リフ

ォル ニアで私 のイ ンス テ ィチ ュー トの先生 であ り,当 時BY

Uで 私 の宗教 の クラスの先生 を して いた クラー ク･ジ ョンソ

ン兄弟が,私 に祝福 を して あげ たい とアパー トに訪 ねてい ら

っ しゃいま した。その祝福 の中 で,｢あ なたを通 して,あ な た

の両親 の生活 の中にイ エス･キ リス トの教 えが深 くしみ込 ん

で行 くで しょう｣と 言われ ま した。 この祝 福の言葉 は,私 の

両親 がそれか ら!ヵ 月後 にバプテスマを受け るまで,具 体的

に どんな ものか,私 に は想像 もつ きませ んで した。なぜな ら,

私 は両親 の強 い反対 にあい,な かなかバ プテスマを受 け られ

なか ったか らです。両親 は,教 会 に対 して あま り良 い態度 は

取 って お1りませ んで したので,両 親 の改宗 は奇跡 に近 いよ う

な状態 で した。 けれ ども私 は,毎 朝夕,両 親 が教 会員 にな り

ます よ うに と祈 り続 けてい ま した。病院 に私 を祝 福 しに今 井

監督 と岩永監督 がい ら した後,聖 霊 に満 たされた父 と私 は,

そ の祝福 の言葉 について話 し合 いま した。 その会話 は,私 が

生 まれてか ら今 まで に父 と持 った会話 の中で一番すば らしい

もので した。翌 日父 は自分 で したためた一通の手紙を持 つて

病院 までや って来 ま した。教会員 にな るとい う強 い決心 をた

く した父の手紙を,私 は涙 を流 して読 みま した。 そ してその

掴 の夜 か ら,そ れ をそ っと枕 と枕 カバ ーの間 にはさんで寝 ま

した。神様のみ業 は奇 しきみ業 です。.神様の御計画 は,私 た

ち人間のお し測 る ことので きない ものです。姉 もモル モ ンで

すので,私 の家族 は これで全員 モル モンの家族 に な れ ま し

たDこ の ことを何 よ りもの祝 福 と感 謝 してお ります。

今井監督 は,｢あ なたの両 親の愛 と信仰 によ り奇跡 が起 こ

るこ とを約束す る｣と 祝福 の中でお っ しゃいま した。そ して

私 の両親 は,確 かに奇跡 が起 こるほ どの強 い愛 と信仰を示 し

て くれ ま した。 その とき,.患 部 には潰瘍 がで きていま した。

放射線治療 中に潰 瘍がで きるとい うことは,.普 通で した ら命

取 りにな ります。放射線 をかければ潰瘍 は直 りに くくな りま

す し,潰 瘍それ 自体 も放射線 の効果 を妨 げ るか らです。 それ

があ る日,一 日に して潰瘍 がいや されたのです。 いや され た

ところは,ま るで生 まれたての赤 ん坊 の肌の様 にきれ いに更

新 されて いま した。

｢神 は
,い かな る患難 の中にい る時で も私達を慰 めて下 さ
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は もっとす ば らしいです。 日一 日と回復 してい く娘 を見 て,

喜 びが こみ あげて きます。娘 の喜 びは私の喜 びです。 また私

たちの喜 びは神様 の喜 び ともな ることで しょう。娘 のた めに

神様 に日々祈 り続 けた心,バ プテスマを受 けた ときの感激 と

感謝の心が いつ まで も変 わる ことな く日々新たで あります よ

うに……。毎 日祈 り,学 び,実 行 して永遠 の生命を生か し続

けたい と思います。今私 は幸せで す。

わ.た し の 家 庭

中山御家族

中 山 樹 美
(12歳)

小松支部

わた した ち家族 は,去 年の ク リスマスの日に金沢 の教 会で

バ プテスマを受 けま した。 その 日の夜 は,雪 がた くさん積 も

っていて,と て も寒 い日で した。 ク リスマスにふ さわ しい 日

で した。金沢 の教 会 は,と て も大 き くて立 ぱで した。 ほん と

うにび っ くりしま した。 その とき,わ た しは どき どきして,

ち ょっとこわ くな りま した。 それ は知 らない人がた くさんい

たか らです。バ プテス マが終わ って帰 る とき,な ぜかすがす

が しい気持 にな りま した。 そ して,教 会員にな って もう約2

ヵ月 たちま した。で もまだ,日 曜 日や水曜 日に,日 曜学校,

MIAに 行 くのがいやな ときもあ ります。 それはお友達 と遊

ぶ時間 もな くな り,習 字 もやめなければな らないか らです。

で も,私 にとってイエス･キ リス トの教え は,大 へん大切 な

ことなのです。私 の好 きな言葉 は｢努 力｣と い う言葉 です。

学校 では,自 分 で もお どろ くほ ど,努 力 して います。 この 日

曜学校 で も努力 を忘 れず に,イ エス･キ リス トの教 えを少 し

ずつ守 って行動 したい ものです。 それに モル モン経 も,い そ

が し くてまだ少 し しか読ん でいませ ん。 それで毎 日少 しずつ

読 んでい こうと思 って います。私 は この教会 にきて一番 に思

った ことは愛 とい うことです。 この教会 には,あ たたかな愛

が あ ります。聖書 に書 いて あ りま したが,一 番大切な もの は

愛だ そうです。私 はこの愛 を,他 のみんなにわけてあげた い

と思 います。聖句 の中 で,私 の一番好 きな言葉 は,｢あ な た

が たは,世 の光で ある。 山の上 にあ る町は隠れ ることがで き
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ない。また,あ か りをつ けて,そ れを枡 の下 にお く者 はいな

い。 む しろ燭台の上 において,家 の中のすべての ものを照 さ

せ るのであ る。 その よ うに,あ なたがたの光を人々 の前 に輝

か し,そ して,人 々が あなたがたのよいお こな いを見て,天

にいますあなたがた の父 をあがめ るよ うに しな さい 。｣(マ タ

イ5:14-16)こ の言葉 は,転 任 して行 ったウォーフ リー長

老 が,私 た ち家族 に残 して い った言葉 です。 この前 ウォープ

リー長老 か ら手紙が来 ま した。7枚 も大学 ノー トを ちぎって

書 いてあ り,ほ ん と うに真心 の こもった手紙で した。 い くら

びんせんが高級 なきれ いな もので も,こ の ウォーフ リー長老

の手紙 の ように真心が こもっていなければ なん に もな りませ

ん。

ところで,最 近の家族 の様子 で一番変わ った ことは,父 が

お酒 とタバ コを止めた ことです。 は じめはす ご くて いこ うし

ていま した。で も今 は,お 酒 の ことは一言 も言 いませ ん。私

は こんな父がえ らい と思 います。 それはだんだ ん年 をと って

来 て,な にか とは りあいがな くな って,お 酒,タ バ コが,そ

のな ぐさめ とな るはず なのに,そ のな ぐさめとなる物 を失 っ

て しま った のですか ら。酒 や タバ コをや めるとい うことを簡

単 に言 う人が いますが,そ の苦 しみ は経験 して みた人 でなけ

ればわか らない と思 います。 で も今 は,教 会 と立 ぱな教 えが

あ ります。酒,タ バ コを止め られ たの も,こ の教 え と宣教師

の苦労 と努 力によ った ものだ と思 います。 だか ら酒,タ バ コ

が な くて も教 えが一 番の生 きが いとなる の だ と 思 います。

そ して おどろいた ことに,父 は,止 めてか ら体重 が4キ ロも

ふ えま した。｢家 庭 の夕 べ｣も 今 まで何 回か して きま した。聖

句 カル タ取 りや,モ ル モン経 を読 みあ った りしま した。 とて

もためにな りま した。ま た楽 しいひ とときで した。家族一 し

ょにな って家庭の夕べをす る とい うことは,と て も大切 な こ

とです 。 これを して いない人 々に味 わわせ たい ものです。

先週 の レ ッス ンの ときに,西 出ひ とみ先生 か らジ ョセブ･

ス ミス について いろいろ学 びま した。 その生 いた ちにつ いて

わた しは深 く感 動 しま した。 その中で特 に印 しょうに残 った

のは,幼 い頃,足 の病気 にな り,そ の悪 い骨の部分を取 らな

ければな らなか った ときの ことです。 手術をす るので,も ち

ろんますいが い ります。 で もこれが不運な ことに,な か った

のです。私 は,ま す いな しで足の骨を取 るなんて,思 っただ

けで もぞっ とします。 ますいがな いので医者 は手足 を くくっ

て,ぶ どう酒 をのませよ うと考え ま した。 で もこれ をみんな

断わ り,た だお父 さんに手を にぎって いて下 さい とたのみ,

天 のお父 さまが,き っと助 けて くれ ると思 って いま した。わ

た しは感心 しま した。 とて もまね ので きない ことです。 ジ ョ

セブ･ス ミスは勇気,信 仰心,が まん強 さ,こ の3つ を兼 ね

備 えて いた人 だ と思います。わた しも少 しずつ見習 って行 こ
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